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食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
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10
月
は
、「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」
で
す
。
食
品
ロ
ス
と
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
べ
物
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
っ
て
食
品
の
消
費
や
流
通
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
で
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
食

べ
物
を
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、
も
っ
た
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
に
も
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
、
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
で
は
、年
間
２
千
５
３
１
万
ト
ン
の

食
品
廃
棄
物
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
う
ち
、ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ

る
食
品
は
、年
間
約
６
０
０
万
ト
ン
と
さ
れ
、

こ
れ
は
、世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む
人
々
に

向
け
た
世
界
の
食
料
援
助
量（
２
０
１
９
年

で
年
間
約
４
２
０
万
ト
ン
）の
１・４
倍
に
相

当
し
ま
す
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス
を
国
民
一
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、お
茶
碗
約
1
杯
分

（
約
１
３
０
グ
ラ
ム
）の
食
べ
物
が
毎
日
捨
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
食
料
自
給
率
は
、先
進
国
の
中
で

も
低
く
、多
く
の
食
べ
物
を
海
外
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
食

品
ロ
ス
を
生
み
出
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
余
っ
た
食
べ
物
は
、
処
理
工
場

に
運
ば
れ
、可
燃
ご
み
と
し
て
処
分
さ
れ
ま

す
が
、
水
分
を
含
む
食
品
は
、
運
搬
や
焼
却

の
際
に
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
、焼
却
後
の

灰
の
埋
め
立
て
に
よ
り
環
境
負
荷
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
は
、小
売
店
や
飲
食
店
な
ど
か

ら
も
発
生
し
て
い
ま
す
が
、発
生
量
の
約
半

分
は
家
庭
か
ら
で
す
。平
成
30
年
に
農
林
水

産
省
と
環
境
省
が
行
っ
た
調
査
で
は
、事
業

者
か
ら
出
た
の
が
３
２
４
万
ト
ン
で
あ
っ
た

一
方
、家
庭
か
ら
出
た
の
は
２
７
６
万
ト
ン

と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
の
原
因
は
、皮
を

余
分
に
む
く
な
ど
食
べ
ら
れ
る
部
分
を
捨
て

て
し
ま
う「
過
剰
除
去
」、作
り
過
ぎ
に
よ
る

「
食
べ
残
し
」、消
費
期
限
・
賞
味
期
限
が
過

ぎ
た
食
品
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る「
直
接
廃
棄
」

の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。食
品
ロ
ス
を
減

ら
す
た
め
、
事
業
者
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

も
普
段
の
生
活
の
中
で
意
識
し
て
減
ら
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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食品廃棄物等の発生状況と割合〈概念図〉

食品資源の
利用主体

食
品
関
連
事
業
者

一
般
家
庭

食品廃棄物など
2,531万トン

事業系
食品廃棄物など
（1,765万トン）

家庭系
食品廃棄物など
（766万トン）

うち食品ロス量
（可食部分と考えられる量）

約600万トン

家庭系食品ロス

食べ残し、過剰除去、
直接廃棄

（276万トン）

事業系食品ロス

規格外品、返品、
売れ残り、食べ残し
（324万トン）

食品ロス量
約600
万トン

外食産業
116万トン
19％

食品製造業
126万トン
21％

食品卸売業
16万トン
3％

過剰除去
57万トン
10％

直接廃棄
96万トン
16％

食べ残し
123万トン
20％

食品小売業
66万トン
11％

家庭系 事業系

276
万トン

46% 54%

324
万トン

食品ロスの原因

消費・賞味期限内に
食べられなかった

必要以上に買い過ぎてしまった

購入後、冷蔵庫や保管場所に
入れたまま存在を忘れてしまった

購入したものの、調理の仕方や
食べ方が分からなかった

その他

分からない
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食
品
ロ
ス
の
現
状

食
品
ロ
ス
の
原
因

引用：農林水産省「食育に関する意識調査報告書（令和3年3月）」 引用：農林水産省および環境省「平成30年度推計」

　SDGs（「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」）とは、2015年の国連サミットで採択された、
2030年までに達成を目指す世界共通の目標です。貧困、飢餓、気候変動、平和など広い分野にわたり17のゴール、169
のターゲットで構成されています。「誰一人取り残さない」社会を目指し、開発途上国のみならず、先進国も課題に取り組
み、日本においても積極的にSDGsの推進を図っています。
　食品ロスを減らすことは、環境保全としてSDGsにつながっています。SDGsの目標12「つくる責任つかう責任」の中
で、「2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半滅させ、収穫後損失などの生産・
サプライチェーンにおける食品の損失を減少させる」と目標が具体的に示されています。

持続可能な開発目標S
エス・ディー・ジーズ

DGsとは

日本の食品ロス
約600万トン

世界の食料援助
約420万トン

国民一人当たりに換算すると、
毎日お茶碗約1杯分の食料を捨てている

その差

1.4倍

約1杯／日

食品ロスの削減に
取り組みましょう
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　食品ロスを削減するための取り組みの一
つに、フードドライブがあります。各家庭で使
いきれない未利用食品を持ち寄り、フードバ
ンク団体や地域の福祉施設・団体などに寄贈
する活動です。
　経済的事情で支援を必要とする方への無
償配布を目的に、家庭で余っている食料品や
日用品などを募集します。

やすらぎの里会場
▶日時　 11月4日㈭～ 10日㈬午前9時～

午後4時
▶場所　総合福祉会館「やすらぎの里」

市役所本庁舎会場
▶日時
①11月7日㈰午前9時～正午
②11月8日㈪～10日㈬午前9時～午後4時
▶場所　市役所本庁舎正面玄関ロビー

▶寄贈をしていただきたいもの
【食料品】  米、パスタ、保存食品など常温保

存可能で、賞味期限が3カ月以上
あるもの

【日用品】  ティッシュペーパー、トイレットペー
パー、洗剤類、石けん、シャンプー、
コンディショナー、スポンジ、ラップ、
生理用品

※未開封・未使用品のものに限ります。　
※衣類や布製品は取り扱いません。
▶主催　行田市社会福祉協議会
▶共催　行田市、フードバンク北関東
▶ 問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎
557―5400または福祉課（内線279）

◆
外
食
編

　
外
食
は
、「
予
想
外
に
量
が
多
い
」、「
注
文
時
に

は
知
ら
ず
に
嫌
い
な
食
べ
物
が
含
ま
れ
て
い
た
」

な
ど
の
理
由
で
食
べ
切
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
料
理
を
注
文
す
る
際
に
量
を
確
認
し
、
食
べ

ら
れ
な
い
も
の
を
抜
い
て
も
ら
う
な
ど
の
工
夫
を

し
て
食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
残

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
持
ち
帰
り
が
で
き
る

か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
行
田
市
観
光
N
A
V
I
サ
イ
ト
で
は
、市
内
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
＆
デ
リ
バ
リ
ー
情
報
を
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
で
き
な
い
今
、

食
品
ロ
ス
を
意
識
し
な
が
ら
、
市
内
の
店
舗
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

※
事
業
者
と
家
庭
か
ら
の「
も
っ
た
い
な
い
」食
品

ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
国

民
運
動「N

O
-FO
O
D
LO
SS PRO

JEC
T

」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。左
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク「
ろ
す

の
ん
」は
、食
品
ロ
ス
削
減
を
積
極
的
に
取
り
組

む
意
思
表
明
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
庭
編

　
食
べ
残
し
な
ど
を
減
ら
す
た
め
に
、
料
理
は
食

べ
ら
れ
る
量
だ
け
作
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
食

べ
切
れ
ず
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
冷
蔵
庫
に

保
存
し
、早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

中
途
半
端
に
残
っ
た
ら
別
の
料
理
に
活
用
す

る
な
ど
、
食
べ
切
る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

C
ookpad

（
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
）「
消
費
者
庁
の

キ
ッ
チ
ン
」で
は
、【
リ
メ
イ
ク
】【
使
い
き
り
】レ

シ
ピ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
の
皮
や
茎
を

使
っ
た
料
理
、
余
っ
た
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
料

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
公
共
団
体
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
食
材
を
無
駄
に
し
な
い
レ
シ
ピ
」が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

◆
買
い
物
編

　
買
い
物
を
す
る
と
き
、
全
て
の
食
品
を
陳
列
棚

の
奥
か
ら
取
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
す
ぐ
に
調
理
を

す
る
食
材
は
、
手
前
か
ら
順
番
に
取
っ
て
売
れ
残

り
を
防
ぎ
、
食
品
廃
棄
物
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
価
格
が
安
い
か
ら
と
い
っ
て
食
材

を
買
い
過
ぎ
た
り
、
在
庫
を
忘
れ
て
同
じ
食
材
を

買
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
使
い
切
れ
ず

に
食
材
を
腐
ら
せ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。

買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
や
食
品
庫
に
あ
る
食
材
を

確
認
し
、
必
要
な
分
だ
け
買
っ
て
食
べ
切
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
や
食
品
棚
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
り
、
い
つ
購
入
し
た
の
か
分

か
る
よ
う
に
冷
蔵
庫
に
レ
シ
ー
ト
を
貼
っ
た
り

す
る
の
も
有
効
で
す
。

【
消
費
期
限
】

　
袋
や
容
器
を
開
け
な
い
ま
ま
で
、
書
か

れ
た
保
存
方
法
を
守
っ
て
保
存
し
て
い

た
場
合
に
、
こ
の「
年
月
日
」
ま
で
、
安

全
に
食
べ
ら
れ
る
期
限
の
こ
と
で
す
。
弁

当
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
惣
菜
な
ど
、
傷
み

や
す
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
期

限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
賞
味
期
限
】

　
袋
や
容
器
を
開
け
な
い
ま
ま
で
、
書
か

れ
た
保
存
方
法
を
守
っ
て
保
存
し
て
い

た
場
合
に
、こ
の「
年
月
日
」ま
で
、品
質

が
変
わ
ら
ず
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
期

限
の
こ
と
で
す
。
卵
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

カ
ッ
プ
麺
な
ど
、
消
費
期
限
に
比
べ
、
傷

み
に
く
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
も
、
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
一
度
開
け
て
し
ま
っ
た
食
品

は
、
期
限
に
関
係
な
く
早
め
に
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
食
品
を
種
類
（
カ
テ
ゴ
リ
）
分
け

す
る

二
、
そ
れ
ぞ
れ
の
置
く
場
所
を
決
め

る

三
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
る

四
、
ス
ト
ッ
ク
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

食品ロスを減らすために
 私たちができることとは？

べ
物
を「
買
い
過
ぎ
な
い
」「
作
り
過
ぎ
な
い
」

「
食
べ
切
る
」工
夫
を

食

費
期
限
と
賞
味
期
限
の

違
い
を
知
る

行田市観光NAVIサイト

ろすのん

消

冷

引用：食品ロス削減啓発冊子
「計ってみよう ！ 家庭での食品ロス」

ライフ＆フードドライブライフ＆フードドライブ
を開催しますを開催します

賞味期限と消費期限のイメージ

まだ食べられる!安
全
に
食
べ
ら
れ
る
限
界

消費期限 賞味期限

品質

保存日数作った日

2021.10 市報 ぎょうだ

蔵
庫
の「
見
え
る
化
」が
効
果
抜
群
！
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新型コロナウイルスワクチン接種お知らせお知らせ
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※接種予約のためのコールセンターの電話番号は、「接種予約のご案内」に記載します。
▶問い合わせ　保健センター☎553―0053

問い合わせ
●接種時期・場所、接種券について ●ワクチン接種後の副反応について ●その他、ワクチン接種について
行田市新型コロナウイルスワクチン
接種コールセンター（相談センター）
☎556―1115
受付時間：午前9時～午後5時
（当面の間、土・日曜日、祝日も実施）

埼玉県新型コロナウイルスワクチン
接種の専門相談窓口
☎0570―033―226（ナビダイヤル）
受付時間：24時間対応
（土・日曜日、祝日も実施）

厚生労働省 新型コロナワクチン
コールセンター
☎0120―761770（フリーダイヤル）
受付時間：午前9時～午後9時
（土・日曜日、祝日も実施）

最新情報は市ホーム
ページでご確認ください。　ワクチン接種は、個別接種会場および集団接種会場で実施していますが、市医師会の協力により個

別接種会場を増設しました。接種会場によって、予約方法、接種条件、接種日および接種時間が異なり
ますので、ご注意ください。
　また、接種日当日までに、PCR検査を受検しその結果をお待ちの方、発熱を含め体調の優れない方、新型コロナウ
イルス感染の陽性と判定された方で療養期間中の方および濃厚接触者で健康観察中の方は、接種を延期してください。
　なお、接種会場への入場についてもお断りさせていただきます。

掲載内容は9月20日現在のものですので、状況により変更となる場合があります。

〈個別接種会場〉

医療機関名（50音順） 所　在　地
予約方法 妊婦の

接種 備　　　考予約システム
（※）

医療機関に
直接連絡

赤井胃腸科 門井町2―10―32 〇 × ×

石井クリニック 下忍1089―1 〇 × ×

川島胃腸科 佐間1―18―39 〇 × 〇 年齢制限あり（20歳以上）

行田協立診療所 本丸18―3 × 〇 ×
かかりつけ患者および往診患者
家族などが対象

行田総合病院 持田376 〇 × 〇

行田中央総合病院 富士見町2―17―17 〇 × 〇 妊婦は母子健康手帳を持参

栗原医院 本丸11―35 〇 × × 年齢制限あり（16歳以上）

小林内科医院 谷郷2026―1 〇 × × 年齢制限あり（16歳以上）

根本医院 行田10―22 × 〇 × かかりつけ患者のみ

ハピネス診療所 長野7296―1 〇 × ×

南川げんきクリニック 小見1400―1 〇 × ×

やまかわ内科クリニック 壱里山町18―6
マルオカビル2階 〇 × 〇

吉田記念 山本クリニック 埼玉4719 〇 × × 市民のみ

〈集団接種会場〉

会場名 所　在　地
予約方法 妊婦の

接種 備　　　考
予約システム（※） 会場に直接連絡

行田市総合体育館
（行田グリーンアリーナ） 和田1242 〇 × ×

※ 予約システムを通した予約方法は、①スマートフォンアプリ「LINE」、②インターネット、③電話のいずれかとなります。
▶注意事項 •接種会場となる医療機関などへの問い合わせはご遠慮ください。
 • 基礎疾患をお持ちの方は、市外のかかりつけ医で接種できる場合がありますので、市外のかかりつけ

医に問い合わせください。

　市では、乳幼児を養育する保護者が子どものことを気にせずに、安心して新型コロナワクチンを接種できるよう、接
種する時間帯におけるお子さんの一時預かり保育事業を実施しています。利用方法は市ホームページをご覧ください。
▶対　　　象 ワクチンを接種する方で乳幼児（生後6カ月～未就学の児童）を養育している保護者
▶利　用　料 無料（保育園で利用料の支払いはありません）
▶実施施設・日時など
　【太井保育園（棚田町1―58―10）】　日～土曜日 (祝日を含む)午前8時～午後5時 ☎556―5340
　【和光保育園（佐間3―20―3）】　月～金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時 ☎556―2503
▶注 意 事 項 ワクチン接種の予約をする際は、お子さんを迎えに行く時間を考慮した上で予約してください。
▶問い合わせ 子ども未来課保育担当（内線257・263）

個別接種会場が増えました

接種時にお子さんの一時預かり保育を実施しています

ワクチン接種を検討してください

12歳以上の全ての方が予約可能になりました

ワクチン接種済証は大切に保管を

ワクチン接種を受けていない人への
差別はやめましょう

インフルエンザの予防接種は
間隔を空けて受けましょう

新型コロナウイルス感染症で
 自宅療養等となった方へ

食事の提供や食料品・日用品の
調達支援などを行っています

　新型コロナウイルスワクチンの接種を受けることは強制
ではありません。感染症予防の効果と副反応のリスクの双
方について理解した上で、自らの意志で接種を受けていた
だくことになります。
　体質や持病などさまざまな事情により、ワクチンを接種
できない人もいます。接種していない人に対して、接種の
強制や差別、不利益な取り扱いを行うことのないよう、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症により自宅療養となっ
た方、または濃厚接触者と保健所から判定され、自宅
待機を指示された方に、次の支援を行っています。

●食事の提供（自宅療養ヘルプセットのお届け）
● 日用品等の購入代行、ごみ出し代行、療養上の
困りごとの聞き取り（パルスオキシメーターの
貸し出しを含む）

▶手続き・流れ
　① 行田市新型コロナ自宅療養支援チーム専用ダイ
ヤル☎556―1116（受付時間：午前8時30分
～午後5時※土・日曜日、祝日も実施）に電話して
ください。

　② 購入を希望する食料品および日用品をお伝えく
ださい。※依頼内容によっては、お受けできない
場合があります。

　③ 購入代金を受け取りに依頼者の自宅に訪問します。
　④ 必要な物品を購入後、自宅の指定場所に置き、電
話を入れ、困りごとをお聞きします。

　新型コロナウイルスの新規陽性者が増加し、重症化して入
院する方が増えています。若年層でも重症化し、集中治療室で
の治療や人工呼吸器などによる治療が必要となりますので、
若年層であっても感染防止の徹底が求められます。
　また、感染時の症状の有無を問わず、回復後にも後遺症とし
てさまざまな症状がみられる場合があります。
　自分自身を守り、大切な人の健康と命を守るためにもワクチ
ンの接種を検討してください。

　対象となる12歳以上の全ての方に「接種予約のご案内」を
発送しました。接種を希望される方は早めの予約をお願いし
ます。

　新型コロナワクチン接種の前後に他の予防接種をする場合
は、13日以上空ける必要があります。季節性インフルエンザ
ワクチン接種が間もなく開始されます。また、その他の予防接
種も実施されていますので、接種間隔にご注意ください。

　ワクチン接種後に、接種した日時・場所およびワクチンの情
報が記載された「接種済証」が発行されます。この接種済証に

より、いつ、どこで、ど
のワクチンを接種し
たのかが分かります
ので、大切に保管して
ください。
　なお、接種券を持
たずに接種を受けた
場合は「接種記録書」
となります。

新型コロナウイル
スワクチン予防接
種済証（臨時）
※ クーポン券（接
種券）右下部分

クーポン券（接種券）
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　令和2年度の決算がまとまりました。
　決算は、自治体の予算執行や財政運営を明らかにするものです。
　市民の皆さんから頂いた大切な税金や国・県支出金などの収入がどのくらいあって、どのように使われたのかをお知
らせします。

行田市の決算概要をお知らせします

令和2年度令和2年度 決算報告決算報告

民生費(54.9%)
189億9,090万円
【237,654円】

教育費(8.3%)
28億8,453万円
【36,097円】

公債費(7.8%)
27億170万円
【33,809円】

その他（6.9%）
23億8,769万円
【29,880円】

総務費(8.7%)
29億9,637万円
【37,497円】

土木費(8.5%)
29億4,351円
【36,835円】

衛生費(4.9%)
16億9,244万円
【21,179円】

歳 出

国・県支出金(42.0%) 
152億1,172万円
【190,361円】

譲与金・交付金(6.4%)
23億3,587万円
【29,231円】

市債(5.3%)
19億782万円
【23,875円】

その他(4.8%)
17億6,148万円
【22,043円】

市税(29.1%) 
105億3,130万円
【131,790円】

地方交付税(12.4%)
44億9,081万円
【56,198円】

歳 入

歳入総額 362億3,900万円【453,498円】　前年度と比べ84億7,942万円(30.5％)の増

歳出総額 345億9,714万円【432,951円】　前年度と比べ77億6,974万円(29％)の増

国・県支出金 
特別定額給付金など新型コロナウイ
ルス感染症対策に伴う国庫支出金の
増加により91億9,124万円の増加と
なりました。

市税 
法人市民税や固定資産税の減収によ
り1億2,842万円の減少となりました。

地方交付税 
特別交付税の減などにより、前年度と
比べ2,917万円の減少となりました。

民生費 
特別定額給付金給付事業費や保育
所運営費負担金の増などにより79億
6,765万円の増加となりました。

総務費 
選挙関係経費やごみ処理施設整備基
金積立金の減などにより2億8,356万
円減少となりました。

土木費 
橋りょう新設事業の減などにより1億
3,918万円の減少となりました。

※【　】内の数値は、市民1人当たりの額です。
　歳入から歳出を引いた16億4,187万円は令和3年度に繰り越しました。

令和2年度に取り組んだ主な事業
★民生費
　●保育事業 18億5,676万円
　●生活保護事業 14億4,012万円
　●障害者自立支援給付事業 14億円
　●児童手当等支給事業 13億6,838万円
　●放課後児童対策事業 2億3,982万円
　●障害児通所給付事業 2億2,334万円
　●子ども医療費支給事業 2億103万円

★土木費
　●出水対策事業 2億3,825万円
　●JR行田駅前広場周辺再整備事業 1億50万円
　●橋りょう維持補修事業 5,814万円
　●市営住宅改修事業 2,622万円
　●公園施設長寿命化事業 1,581万円

★衛生費
　●環境衛生事業 7億3,414万円
　●感染症予防事業 2億947万円
　●母子保健事業 5,447万円
　●救急医療体制等整備事業 3,102万円

★総務費
　●循環バス運行事業 1億1,114万円
　●本庁舎空調設備更新事業 1億1,033万円
　●生活路線バス支援事業 2,249万円
　●男女共同参画推進センター施設改修事業 2,057万円
　●デマンドタクシー事業 1,957万円

★教育費
　●小学校屋内運動場非構造部材耐震改修事業 1億4,421万円
　●学校ICT活用推進事業 1億2,019万円
　●産業文化会館空調設備更新事業 5,128万円
　●学力向上支援事業 4,657万円
　●富士見公園庭球場改修事業 4,593万円

★その他
　●企業立地促進事業 1億6,040万円
　●行田版DMOを核とした持続可能な地域形成プロジェクト  8,537万円
　　※ 観光協会を民営化し、地域資源を生かした観光コンテンツ

の開発などによる観光地域づくりを目指す取り組み
　●農道及び農業用用排水路整備事業 7,733万円
　●消防車両整備事業 7,572万円

観光物産館「ぶらっと♪ぎょうだ」の改修事業富士見公園庭球場改修事業学力向上支援事業JR行田駅前広場周辺再整備事業

　令和2年度における歳入歳出差引額は16.4億円の黒字となりました。
　歳入は、特別定額給付金給付事業などの新型コロナウイルス感染症対策のための

国庫支出金の増加により前年度と比較して84.8億円増の362.4億円となりました。
　歳出は、選挙費の減少による総務費の減や橋りょう新設事業の減少による土木費の減があったものの、特別定額給付金給
付事業などの新型コロナウイルス感染症対策による民生費の増がこれらの減少要因を大きく上回り、歳出規模は前年度と比
較して77.7億円増の346億円となりました。

一般会計

特別会計  歳入歳出決算額
　特別会計は、特定の事業をより円滑に進めるために、一般会計から分離して別に収支経理を行うもので、国
の法律や市の条例によって設けることができる会計制度です。

※実質収支とは、歳入歳出決算の差引額から繰越事業に充てる財源を控除した実質的な翌年度への繰越額です。

会 計 名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 翌 年 度
繰越財源 実 質 収 支うち一般会計

からの繰入金

国民健康保険事業 81億1,021万円 5億3,000万円 78億9,587万円 ― 2億1,434万円

交通災害共済事業 3,943万円 ― 1,481万円 ― 2,462万円

介 護 保 険 事 業 69億268万円 9億4,375万円 64億6,708万円 ― 4億3,560万円

後期高齢者医療事業 9億9,878万円 2億1,603万円 9億5,039万円 ― 4,839万円

※新型コロナウイルス感染症対策における事業は10ページに掲載
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健全化判断比率・資金不足比率 令和２年度に実施した主な新型コロナウイルス感染症対策事業
　財政の健全度は、実質赤字比率などの4つの指標で判断されます。1つでも「早期健全化基準」を超えると黄
色信号、「財政再生基準」を超えると赤信号（財政破綻）になります。令和2年度決算の本市の数値は、全ての指
標で「早期健全化基準」を下回っています。

家計支援
　●  特別定額給付金給付事業　80億8,611万円
　　 感染症拡大に伴う緊急の経済対策として全市民に1人10万円を給付し、家計支援を行いました。
　● 水道基本料金無料化事業　1億9,457万円
　　 市民生活や企業活動を支援するため、水道基本料金を４カ月無料化しました。
　● 子育て世帯に対する給付金の給付事業　3億868万円
　　  ひとり親世帯臨時特別給付金、子育て世帯臨時特別給付金、未就学児養育世帯支援臨時給付金、臨

時特別出産祝給付金などにより、子育て世帯の経済的負担の軽減を図りました。
　● 小・中学校給食費無料化事業　2億1,912万円（学校給食費納付金の減収）
　　  令和2年度中の小・中学校の給食費を無料化しました。

事業者支援
　● 事業者に対する給付金等の給付事業　2億2,913万円
　　  小規模事業者緊急支援給付金、小規模事業者家賃支援給付金、中小企業・個人事業主感染防止対策

費補助金により市内事業者の支援を行いました。
　● プレミアム付商品券事業　6,524万円
　　  感染症の影響により落ち込んだ地域経済を活性化するため、プレミアム付商品券の発行により消費

喚起を行いました。
　● 花き農家応援フラワーアート事業　347万円
　　  花き農家を応援するため、古代蓮の里を舞台に花苗を使用したフラワーアートを描きました。
　● 地域公共交通の高度化支援事業　1,617万円
　　  秩父鉄道が実施する非接触型ICカード乗車券導入事業への支援を行いました。

小・中学校における対策
　● 感染防止用品購入事業　1,729万円
　　  小・中学校に消毒液、机上用パーティション、加湿空気清浄機などを配備しました。
　● フォローアップ教室開催事業　364万円
　　  学校の臨時休業により受験への不安を抱える中学3年生を対象にフォローアップ教室を開催しました。
　● 修学旅行取消料等補助事業　593万円
　　  修学旅行や林間学校のキャンセル料を補助し、保護者負担の軽減を図りました。

感染症予防
　● 新型コロナウイルスワクチン接種事業　473万円
　　  コールセンターの設置など令和3年度の接種開始に向けた準備を行いました。
　● 避難所用感染防止用品購入事業　1,643万円
　　  避難所における感染防止対策のため、簡易テントや間仕切りの他、マスクや消毒液などの衛生用品

を配備しました。
　● 福祉施設などへの感染防止用品配布事業　1,934万円
　　  マスクや消毒液を購入し、福祉施設などへ配布しました。
　● インフルエンザ予防接種助成事業　2,535万円
　　  新型コロナウイルス感染症との同時流行を防ぐため、子どもや妊婦、高齢者を対象としてインフル

エンザ予防接種費用を助成しました。

※平成30年度・令和元年度の実質公債費比率と将来負担比率の順位は、県内全市町村で良い方から数えた順位です。

※資金不足額や剰余額は、一般会計などの実質収支額と合算して、連結実質赤字比率を算定します。

R2決算比率
早期健全化基準

比率の説明
R元決算比率 H30決算比率

財政再生基準 県内市町村での本市の順位

実 質 赤 字 比 率 ―
12.63％ 一般会計の赤字割合を示

すもの（赤字がないとき
は、算定されません）

― ―

20.00％ 全市町村で比率なし

連結実質赤字比率 ―
17.63％ 全会計の赤字割合を示す

もの（赤字がないときは、
算定されません）

― ―

30.00％ 全市町村で比率なし

実 質 公 債 費 比 率 3.7％
25.0％ 一般会計における借金返

済額等の割合を示すもの
4.1% 4.4%

35.0％ 20位／63市町村 23位／63市町村

将 来 負 担 比 率 9.2％
350.0％ 一般会計における将来支

払う可能性のある負債割
合を示すもの

13.6% 17.3%

― 28位／63市町村 28位／63市町村

公営企業会計 R2決算比率 経営健全化基準 比率の説明
R元決算比率 H30決算比率
県内市町村での本市の順位

水 道 事 業 会 計 ―

20.00％

公営企業の事業規模に対
する資金不足（赤字）割合
を示すもの

（資金不足がないときは、
比率は算定されません）

― ―
県内全会計で

比率なし
県内全会計で

比率なし

公共下水道事業会計 ―
― ―

県内全会計で
比率なし

県内全会計で
比率なし

■健全化判断比率

■資金不足比率
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市の借金残高の推移

H28

※全会計：一般会計、水道事業会計、公共下水道事業会計

H29 H30 R元 R2

億円 各年度末現在

295.0
 

281.1 
266.6 

250.8 
239.0

特例地方債を除いた推移

全会計

令和元年度決算に基づく財務書類を作成しました
　本市では、平成20年度決算から企業会計的な手法を取り入れて市の財務状況を表示する
財務書類を作成・公表しています。こちらは、市ホームページ(トップページ→市政情報→
予算・決算・財政→財務書類)、または市政情報コーナー(市役所2階)でご覧いただけます。
▶問い合わせ　財政課財政グループ（内線325・326）

　市の借金は、建設事業に充てる他、国の政策に
よる交付税の財源不足や市税の減収を補てんす
るために借り入れを行っているものがありま
す。こうした特例地方債は、国の財源不足を反映
して増加傾向にあり、市の借金全体の約39％を
占めるに至っています。
　なお、市債の償還額が新規発行額を上回って
いるため、市の借金残高は年々減少しています。

～今の残高はどのくらい？～ 行田市の借金の状況を公表します



2021.10 市報 ぎょうだ 1213

　令和4年4月の開校に向けて、行田市立見沼小学校の校
章デザインを募集します。
▶募集期間　10月28日㈭まで
▶応募条件　次の①～③に全て該当すること。
　① 新しい学校の校章としてふさわしく、明るいイメージ

のもの。
　②グラデーション、ぼかし、濃淡で表現しないこと。
　③ 自作、未発表のもので、他の商標や校章（荒木小と須

加小のものを含む）の模倣でないこと。
▶応募方法　
　 【用紙で提出する場合】応募用紙または任意の用紙に住
所、氏名、連絡先（電話番号またはEメールアドレス）、
校章デザイン、校章デザインの説明を記入の上、応募箱
（荒木小学校、須加小学校、見沼中学校、荒木公民館、須
加公民館に設置）に投函するか、持参または郵送により
提出してください。【持参・郵送】〒361―0052　行
田市本丸2―20　行田市教育委員会教育総務課※応募用
紙は、市ホームページでダウンロードできる他、市役所、
行田市教育委員会、荒木公民館、須加公民館、コミュニ
ティセンターみずしろ、行田グリーンアリーナ、見沼中
学校、荒木小学校、須加小学校で配布
　 【電子データで提出する場合】校章デザインは、JPEG、
GIF、PNG形式のものとしてください。提出の際には、
住所、氏名、連絡先（電話番号またはEメールアドレス）、
校章デザインの説明をＥメール本文に記載するか、任意
のファイルに入力の上、添付してください。次のいずれ
かの方法で提出してください。
　① Eメールでの提出は、ファイルサイズを2メガバイ

ト以内、件名を「見沼小学校校章応募」とし、学
校再編担当宛てに送付してください。【Eメール】
gakkosaihen@city.gyoda.lg.jp

　② CDまたはDVDに保存した物を、持参または郵送に
より同課に提出してください。

▶ 選定方法　応募のあったデザイン案とその説明をもと
に、再編成準備委員会で選考した後、荒木小と須加小の
児童で投票を行います。
▶ 主な留意事項　
・ 応募数に制限はありませんが、応募用紙1枚につき図
案1点とします。

　・ 手書きの場合、図案は直径5センチメートル以上で
A4判の用紙に収まる大きさで描いてください。

　・ 応募作品は、応募者の了承を得ず、第三者が補正・修
正をする場合があります。

　・ 応募作品に関する著作権などの一切の権利は、無償で
行田市教育委員会に帰属します。

　・応募作品は返却しません。
▶問い合わせ　同課☎556―8311

見沼小学校の校章デザインを見沼小学校の校章デザインを
募集します募集します

　さいたま地方法務局と埼玉県人権擁護委員連合会で
は、夫・パートナーからの暴力やストーカー行為など、
女性をめぐるさまざまな人権問題に取り組むため、全
国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間として、
女性から専用相談電話による相談を受け付けます。
▶ 日時　11月12日㈮～18日㈭午前8時30分～午後
7時（13日㈯および14日㈰は午前10時～午後5時）
▶電話番号　0570―070―810
▶相談担当者　法務局職員、人権擁護委員
▶ 問い合わせ　さいたま地方法務局
　　　　　　　☎048―859―3507

全国一斉「女性の人権ホットライン」全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します強化週間を実施します

▶ 日時　11月10日㈬午後1時30分～ 3時30分
　（午後1時開場）　
▶場所　「みらい」文化ホール　
▶ 内容　1995年、阪神・淡路大震災時、自ら被災しな
がらも、被災者の「心のケア」に奔走した若き精神科医・
安
あんかずたか
和隆。医師として、夫として、父として、「心のケア」
のパイオニアの半生を描くヒューマンドラマ。
▶ 出演　柄本佑、尾野真千子、濱田岳、森山直太朗、
キムラ緑子、石橋凌、近藤正臣 他
▶対象　市内在住・在勤の方
▶定員　245人
▶入場料　無料（入場整理券が必要）
▶主催　行田市教育委員会、行田市人権教育推進協議会
▶その他　マスクを着用してください。
▶申し込み　 10月18日㈪から生涯学習スポーツ課で

入場整理券を配布
▶問い合わせ　同課人権教育推進担当☎556―8319

令和3年度第3回行田市人権教育講座令和3年度第3回行田市人権教育講座
人権啓発映画「心の傷を癒すということ」上映会人権啓発映画「心の傷を癒すということ」上映会
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大竹 洋平 氏

　一般競争入札とは、購入希望者が入札に参加し、市があらかじめ定めた最低売却価格以上で、最も高い価格をつ
けた方を購入者に決定する方法です。
　一般競争入札には、市民に限らず、どなたでも参加することができます。
▶売却物件(旧勤労会館跡地)　

▶ 要領等入札関係資料の配布期間　9月24日㈮～ 10月22日㈮※土・日
曜日を除く
▶ 要領等入札関係資料の配布場所　財産管理課(市ホームページで閲覧可)
▶ その他　申込期間や入札参加方法など詳細は、要領を必ずご確認ください。
▶問い合わせ　財産管理課ファシリティマネジメントグループ(内線311)

市が保有する土地を一般競争入札により売却します市が保有する土地を一般競争入札により売却します

新ごみ処理施設整備に関する市民説明会を開催します新ごみ処理施設整備に関する市民説明会を開催します
　市では、羽生市と共に新ごみ処理施設整備に向けた協議会を設置し、話し合いを進めています。今回の説明
会では、市民の皆さんの事業に対する理解を深めていただくため、これまでの進

しんちょく
捗状況や今後の見通しなどに

ついてお知らせします。

　協議会の開催状況とこれまで両市で合意した主な事項についてお知らせします。なお、詳細は市ホームページを
ご覧ください。
【開催状況】

【主な合意事項】

▶問い合わせ　環境課新ごみ処理施設建設準備グループ(内線384)

▶日時　11月13日㈯午後２時開始
▶場所　「みらい」文化ホール
▶内容　新ごみ処理施設整備事業の進捗状況などについて
▶対象　市内在住の方
▶定員　250人(先着順)※申し込み不要
▶その他　
・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、延期となる場合があります(延期の場合は、市ホームページでお知
らせします)。
・ 当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止策として、検温の実施、マスク着用、消毒の徹底にご協力ください。
　　また、参加者の住所、氏名、連絡先を提出していただきます(記入用紙は当日配布)。

旧勤労会館跡地

項　目 内　容

事業の実施機関 両市で設立する｢新たな一部事務組合｣

事業スケジュール 令和9年度中の新施設完成・稼働

建設予定地 行田市大字小針地内(小針クリーンセンター隣接地)

共同整備する施設 可燃ごみ処理施設、不燃・粗大ごみ処理施設、リサイクル施設など

回　数 開催日 開催場所

第1回 7月9日㈮ 行田市役所

第2回 8月24日㈫ 羽生市民プラザ

第3回 9月29日㈬ 行田市役所

所　　在 登記地目 地　積 最低売却価格
長野一丁目3579番1 宅　地 928.42㎡ 33,423,000円

協議会の進捗状況をお知らせします
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キッチンカーや簡易テントキッチンカーや簡易テント
などでの出店者を募集しますなどでの出店者を募集します

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、テイクアウ
トや移動販売など、新しい生活様式に対応した営業を
行っている市内事業者への支援として、市役所本庁舎駐
車場の一部を無償で提供します。

▶実施時間　 午前11時～午後2時（土・日曜日、祝日を
除く）

▶実施形態　 キッチンカーや簡易テントなど、緊急時に
即時に移動できるもの

▶対　　象　本市に住所を有する事業者
▶必要書類　①市内事業者応援事業申込書
　　　　　　②庁舎使用許可書
　　　　　　③営業許可書（許可が必要な業種の場合）
　　　　　　※ 申請に必要な書類は、商工観光課で配布

（市ホームページからダウンロード可）
しています。

▶申し込み　 出店希望日の1週間前までに、必要書類を
同課へ提出してください。

▶そ の 他　 出店スペースの都合上、1日2店舗までと
なります。また、出店希望者多数の場合は、
抽選となります。                                                                      

▶問い合わせ 同課（内線374）

BCP策定セミナーを開催しますBCP策定セミナーを開催します
　企業には、自然災害や感染症などの緊急事態における
事業継続や早期復旧のための事業継続力強化計画の策定
が国により推奨されています。
　本セミナーでは、事業継続力強化計画の策定をするた
めに必要となる知識を習得します。

▶日　　時　①10月28日㈭午後5時30分～ 8時30分
　　　　　　②11月15日㈪午後1時～ 4時
▶場　　所　 商工センター 401研修室※オンラインに

よる参加も可
▶そ の 他　・ 本セミナーは、行田市中小企業等事業継続

力強化計画策定奨励金の申請要件です。
　　　　　　・ 奨励金は、予算の範囲内での交付となり

ますので、セミナーを受講しても、対象
とならない場合があります。

▶問い合わせ  行田商工会議所☎556―4111、南河原商
工会☎557―0742または商工観光課（内
線374）

緊急地震速報訓練を実施します緊急地震速報訓練を実施します
　大地震に備えて、全国瞬時警報システム（Jアラート）
による、緊急地震速報訓練を次のとおり実施します。市
内152カ所にある防災行政無線から訓練放送が流れま
すのでご留意ください。

▶訓練日時　11月5日㈮午前10時ごろ
▶放送内容　
上りチャイム音
　　　　↓
「こちらは防災行田です。ただ今から訓練放送を行います」
　　　　↓
緊急地震速報チャイム音
　　　　↓
「緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練
放送です」（※3回繰り返し）
　　　　↓
「こちらは防災行田です。これで訓練放送を終わります」
　　　　↓
下りチャイム音

※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕がない緊
急情報を市町村の防災行政無線などを利用して瞬時に
伝達するシステムです。

▶問い合わせ　危機管理課危機管理担当(内線282) 

2022年(令和4年)版2022年(令和4年)版
埼玉県民手帳を販売します埼玉県民手帳を販売します

　60年以上県民の皆さんに愛されている商品で、県内
の観光情報をはじめ、テレホンガイドや路線図、県内対
象施設で使用できる「ちょっ得」パスポートなど生活に便
利な情報が満載の手帳です。

▶販売期間　 10月14日㈭～ 12月17日㈮午前8時30
分～午後5時15分(土・日曜日、祝日を除
く) ※在庫がなくなり次第、販売終了

▶販売場所　広報広聴課

▶問い合わせ 同課統計グループ(内線319・322)

価　格 規　格 表紙色 備　　考

550円
(税込み) 14×9㎝

黒 ・月間予定表：升目式
・表紙カバー：差し込み式グレイッシュブルー

ものつくり大学開学20周年記念事業特別公開講座ものつくり大学開学20周年記念事業特別公開講座
▶日　　時 11月1日㈪午後3時～4時30分（午後2時40分開場）
▶場　　所　ものつくり大学体育館（前谷333）
▶演　　題　 「ポストコロナ時代の日本の針路ーものづくりとい

う基軸ー」
▶講　　師　 寺島実郎さん（日本総合研究所会長、多摩大学学長、

ものつくり大学理事）
▶定　　員　300人（応募者多数の場合、抽選）　
▶受 講 料　無料
▶共　　催　行田市、埼玉県経営者協会
▶申し込み　 講座名・住所・氏名・電話番号を明記（様式自由）の上、

10月15日㈮までに、同大学へFAXで提出、また
は同大学ホームページから申し込みください。

　　　　　　【FAX】564―3507　　
　　　　　　【ホームページ】https://www.iot.ac.jp/exchange/regional/openlecture/form/
▶そ の 他　新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、開催方法などを変更する場合があります。
▶問い合わせ 同大学総務課☎564―3906

寺島実郎さん

　　

第49回衆議院議員総選挙における第49回衆議院議員総選挙における
新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください新型コロナウイルス感染症対策にご協力ください

　選挙の執行に当たっては有権者の皆さんが安心して投票できるように、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止対策に取り組んでいます。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

選挙管理委員会が実施する主な感染症対策
・投票所、期日前投票所にアルコール消毒液を設置します。
・投票管理者、投票立会人、投票所職員はマスクを着用します。
・投票所内は定期的に換気を実施します。
・記載台、鉛筆などを定期的に消毒します。
・記載台は一定の間隔を空けます。
・受付などに飛沫感染予防のためのパーティションを設置します。

有権者の皆さんにお願いする感染症対策
・鉛筆(シャープペンシル)を持参し、投票用紙に記入すること
　ができます。
　※ボールペン(特に水性)はインクがにじむ可能性があるため、
　　鉛筆(シャープペンシル)を推奨します。
・マスクの着用や咳エチケット、来場前後の手洗いなどにご協力ください。
・周りの方との距離を保つようお願いします。

分散投票にご協力ください
・投票所の混雑を避けるため、混雑する時間帯を避けた投票にご協力ください。
・期日前投票(投票期間は11日間)を活用し、分散投票にご協力ください。
　＜参考＞平成29年度衆議院議員総選挙の傾向
　・投票日当日および期日前投票所は、午前中が比較的混みあう傾向にありました。
　・期日前投票所は、投票日当日に近づくにつれて混みあう傾向にありました。

▶問い合わせ 行田市選挙管理委員会(内線219)

期日前投票所を拡張します
　期日前投票所における感染症対策として、投票所内で適切な社会的距離を確保できるように期日前投
票所の広さを従来の約2倍に拡張します。
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令和4年度 保育施設の入所受け付けを開始します令和4年度 保育施設の入所受け付けを開始します
▶入所時期　令和4年4月
▶対 象　保護者の就労などにより、保育施設で保育を受ける必要のある乳幼児
　※利用に当たっては、市から保育の必要性の認定を受ける必要があります。
▶配布開始日 10月1日㈮
▶配布場所　子ども未来課、市内認可保育施設※市ホームページからダウンロード可
▶受付日時　11月15日㈪～ 19日㈮午前9時～午後4時30分
　※ 11月21日以降に申請書類を提出した方は、受付日時までに提出をした方の入

所選考を行った後の選考対象となりますので、あらかじめご了承ください。
▶受付場所　商工センター 2階パブリックホール
▶市外の保育設施を希望する場合 (希望する保育施設に1つでも市外の保育施設が含まれる場合)
　 本市から希望する保育施設のある市町村へ協議しますので、事前に子ども未来課へご相談いただき、当該市町村の入所受
付締切日の1週間前までに同課まで申請書類を提出してください。なお、市町村ごとに受付期間が異なるため、詳細は当
該市町村へ直接問い合わせください。

▶注意事項　
　•現在入所が保留になっている方や保育施設の転園を希望する方も、新たに申請が必要です。
　• 入所申し込み前に、お子さんと一緒に希望する保育施設の見学をお願いします。なお、見学の前にはあらかじめ保育
施設に連絡してください。

▶ そ の 他　年度途中の入所は、入所希望月の前月10日を申込締切日としていますが、令和4年3月入所の申込締切日は、
令和4年1月31日㈪となりますので、ご注意ください。

▶市内認可保育施設一覧

▶問い合わせ 同課保育担当(内線257・263)

名　　称 所 在 地 電話番号
認可保育所（対象年齢：0歳児～5歳児）
若葉保育園 行田11―10 556―2797
和光保育園 佐間3―20―3 556―2503
白鳩保育園 駒形2―7―7 554―5221
ホザナ保育園 荒木1590―1 559―1543
太井保育園 棚田町1―58―10 556―5340
小羊チャイルドセンター 若小玉3547―1 556―7753
太田保育園 藤間510―3 559―3644
埼玉保育園 埼玉4595―1 559―2433
持田保育園 城西4―3―4 556―5456
長野保育園 長野1―34―5 553―3177
南河原保育園 南河原851 557―3234

名　　称 所 在 地 電話番号
認定こども園(保育部分、対象年齢：0歳児～5歳児)
行田こども園※1 荒木4961 557―2943
やごうこども園※1 谷郷2―5―1 554―5752
地域型保育事業所(対象年齢：0歳児～2歳児)
たけのこ保育室 門井町2―17―7 553―0378
長澤家庭保育室 駒形2―11―11 554―2539
あゆみ保育園 棚田町1―50―1 553―5277
こどものみらい保育園 行田9―25 598―7035
きらめきの森保育園 渡柳563―3 559―1001

令和4年度 私立幼稚園の入園児童の募集を開始します令和4年度 私立幼稚園の入園児童の募集を開始します
　市内の私立幼稚園では、特色ある保育内容と子どもの年齢に合わせたカリキュラムを用意しています。また、長時間保
育や夏休み中の預かり保育なども実施しています。詳しくは、各幼稚園へ問い合わせください。

▶募集年齢　【２年保育】平成29年4月2日～平成30年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【３年保育】平成30年4月2日～平成31年4月1日生まれのお子さん
　　　　　　【４年保育】平成31年4月2日～令和２年4月1日生まれのお子さん
▶願書の配布場所　10月15日㈮から各幼稚園
▶受付開始　11月1日㈪※受付日や受付時間など、詳しくは各園に問い合わせください。
▶願書の提出先　入園を希望する幼稚園

▶問い合わせ 各幼稚園

幼稚園名 所 在 地 電話番号
老本幼稚園 旭町16―38 553―2771
行田幼稚園 富士見町2―27―5 554―5169
富士見ヶ丘幼稚園 駒形1―9―7 556―7494
ホザナ幼稚園 本丸11―20 555―2301

幼稚園名 所 在 地 電話番号
まつたけ幼稚園 門井町2―19―9 554―7348
南河原幼稚園 南河原777―2 557―0234
やごうこども園(教育部分) 谷郷2―5―1 554―5752
やなぎ幼稚園 渡柳563―3 559―1001

令和4年度 学童保育室の入室受け付けを開始します令和4年度 学童保育室の入室受け付けを開始します
▶入室期間　令和4年4月1日～令和5年3月31日
▶対 象　保護者の就労などにより、昼間常時留守となる家庭の小学生
▶申込書類受付期間　10月1日㈮～ 11月8日㈪
▶配布場所　学童保育室または子ども未来課
　　　　　　※市ホームページからダウンロード可
▶受付場所　 入室を希望する学童保育室(受付時間は月～金曜日の午後

2時～ 6時※祝日を除く）
▶注 意　•現在学童保育室を利用している場合も申請が必要です。
　　　　　　• 入室決定は申し込み順ではありません。お子さんの学年や保護者の勤

務状況などを審査し、入室の必要性が高い方から決定します。
▶保護者の就労における入室基準

▶問い合わせ 同課子ども未来担当（内線262）

　麻薬、覚醒剤、大麻、危険ドラッグなどの薬物
乱用は、健康を害する大変危険なもので、自分の
人生だけでなく、家族など周りの人たちの人生ま
でも狂わせてしまいます。特に大麻は、「体に害が
ない」などの誤った情報で若者を中心に乱用が増
加しています。薬物の誘いには、きっぱりはっき
り断りましょう。薬物乱用は1回でも「ダメ。ゼッ
タイ。」です。
　正しい知識を身に付け、薬物乱用を根絶しま
しょう。薬物でお困りの方は、ご相談ください。

▶問い合わせ 加須保健所☎0480―61―1216また
は県薬務課☎048―830―3633

　「いじめを受けてつらい」と感じていたら、すぐに「いじめそ
うだんホットライン」をご利用ください。お子さんだけでなく、
保護者からの相談もお受けします。

▶電話番号　0120―2
つな ぐ
79―8

はな し
74

▶利用時間　 午前8時30分～午
後6時（土･日曜日、
祝日などを除く）

▶Eメール相談アドレス　
y
ゆ う き
uuki@city.gyoda.lg.jp

▶対　　象　 小・中学生および
その保護者など

▶問い合わせ  教育研修センター
☎556―6458

10月1日から11月30日まで10月1日から11月30日まで
麻薬・麻薬・覚覚

かくせいかくせい

醒醒剤・大麻乱用防止運動を剤・大麻乱用防止運動を
実施します実施します

ひとりでかかえこまないでひとりでかかえこまないで
いじめそうだんホットライン開設中いじめそうだんホットライン開設中

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号

中央小

中央学童保育室 中央小学校敷地内 556―0402

みずしろ学童保育室
コミュニティセン
ターみずしろ3階
（児童センター内）

556―1139

南小

南第一学童保育室
（低学年中心） 南小学校校舎内 556―6666

南第二学童保育室
（中・高学年中心） 南小学校敷地内 552―0577

西小

西第一学童保育室
（低学年中心) 西小学校南校舎内 556―1143

西第二学童保育室
（中・高学年中心) 西小学校北校舎内 579―5347

東小

東第一学童保育室
（中・高学年中心） 東小学校校舎内 554―3750

東第二学童保育室
（低学年中心） 東小学校敷地内 556―5231

北小

北第一学童保育室
（低学年中心） 北小学校体育館内 553―3040

北第二学童保育室
（中・高学年中心） 北小学校校舎内 556―7219

学区域 名　　称 場　　　所 電話番号

桜ヶ丘小
さくら第一学童保育室
（低学年中心） 桜ヶ丘小学校敷地内

552―0556さくら第二学童保育室
（中・高学年中心） 桜ヶ丘小学校校舎内

太田西小 太田西学童保育室 太田西小学校校舎内 554―2448

泉小
泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 554―5808

太井学童保育室 太井保育園敷地内 556―5340

埼玉小 埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 559―2500

南河原小 南河原学童保育室 南河原支所内 557―3331

下忍小 下忍学童保育室 下忍小学校敷地内 556―8840

荒木小 荒木学童保育室 荒木小学校校舎内 557―5430

太田東小 学童保育室送迎支援事業により、原則として太田西学童
保育室を利用していただきます。

※1  認定こども園の教育部分の入園については、各施設へ直接
問い合わせください。

児童の学年 勤務終了時間 月の平均勤務日数

　 1年生 午後3時以降 　　12日以上

　 2～4年生 午後3時以降 　　15日以上

　 5～6年生 午後4時以降 　　15日以上

▶学童保育室一覧
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　普段は見られない足袋蔵や足袋工場の見学、花手水めぐり、本藍染体験、プチ足袋づくり体験など、行田の
日本遺産の構成資産を歩いて巡るツアーを実施します。

▶日時・内容など　

日　　　時 内　　　容 参　加　費

① 10月19日㈫
午前10時～午後4時

「路地裏の足袋蔵探検＆足袋工場見学」
武蔵野銀行行田支店、イサミコーポレーション足袋
工場、今津印刷所店蔵・主屋などを見学、Café閑
居で昼食

1,500円
（昼食代、保険料）

② 11月7日㈰
午前10時～午後4時

「マルシェの日に足袋蔵めぐりと本藍染体験」
藍染体験工房「牧禎舎」で本藍染体験、足袋とくらし
の博物館、はちまんマルシェなどを見学、忠次郎蔵
で昼食

1,800円
（藍染体験料、昼食代、
入館料、保険料）

③ 11月20日㈯
午前11時～午後5時

「足袋蔵と夕暮れの花手水「希望の光」見学」
大澤家住宅旧文庫蔵、小林家住宅、花手水「希望の光」
などを見学、Vert Caféで昼食

1,300円
（昼食代、保険料）

④ 11月23日㈫
午前10時～午後4時

「足袋づくりプチ体験&花手水めぐり」
古蛙庵（足袋蔵民芸館）、花手水などを見学、郷土博
物館でプチ足袋づくり体験&企画展見学、あんどで
昼食

1,200円
（昼食代、保険料）

▶集合・解散場所　足袋蔵まちづくりミュージアム（行田5―15）
▶定    員　各回15人（先着順）
▶主    催　 行田市教育委員会、行田市日本遺産推進協議会、全国近代化遺

産活用連絡協議会、文化庁、独立行政法人日本芸術文化振興会
▶そ の 他　 新型コロナウイルス感染症の状況により内容が変更になる場合

があります。
▶申し込み　 10月1日㈮から各開催日の5日前までに電話またはEメールで

文化財保護課【Eメール】bunka@city.gyoda.lg.jp
▶問い合わせ 同課☎553―3581

全国近代化遺産一斉公開2021

第2期納期限　11月1日㈪
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などによ
り受益者の変更があった場合は、下水道課までご連絡く
ださい。
▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

　10月1日から埼玉県最低賃金は、時間額956円（引き
上げ額28円）となりました。
　埼玉県最低賃金は、賃金の最低限度を定めるもので、
年齢や雇用形態に関係なく、パートや学生アルバイトを
含め、県内の事業場で働く全ての労働者に適用されます。
使用者も、労働者も、賃金額が1時間当たり956円以上
かどうか必ず確認しましょう。なお、一部の産業には、
特定（産業別）最低賃金も適用されます。
▶ 問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎048―600―6205
または行田労働基準監督署☎556―4195

下水道事業受益者負担金を下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へお支払いの方へ

埼玉県最低賃金が埼玉県最低賃金が
改定されました改定されました

▶主    催　 埼玉県、埼玉県教育委員会、行田市、行田市教育委員会、行田市文化団体連合会、埼玉県芸術文化
祭実行委員会、（公財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団

▶主    管　埼玉県芸術文化祭行田市実行委員会
▶そ の 他　 行田山草会、行田短歌連盟（展示）、さきたま盆栽会、行田市茶道会「茶席」、行田市碁楽会「囲碁大会」、

行田市将棋連盟「将棋大会」、行田市民謡協会、産業文化会館管理棟2階の体験コーナーは、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため中止となりました。

 ※状況により日時や内容の変更および中止となる場合があります。
▶問い合わせ 同実行委員会事務局（生涯学習スポーツ課内）☎556―8319

第第7373回 行田市文化祭を開催します回 行田市文化祭を開催します
展示部門

日　　時 場　　所 参加団体または内容

10月31日㈰～11月3日㈬午前9時～
午後4時※3日は午後3時まで

産業文化会館ホワイエ 行田市工芸協会カリタスS41、行田市写真連盟、行田市書道人
連盟、美布の会、行田美術会

産業文化会館管理棟2階 行田絵手紙あおい会、行田フラワーデザイン協会、楽書子龍行
田教室、行田市俳句連盟

11月1日㈪～3日㈬午前9時～
午後4時※3日は午後3時まで

コミュニティセンター
みずしろ 行田市華道会

10月28日㈭～11月7日㈰
※7日は午後3時まで 郷土博物館 行田市菊花連絡協議会（第47回行田市菊花展）

大会・発表部門
催し名（団体名） 日　　時 場　　所 備　　考

短歌大会（行田短歌連盟） 11月18日㈭午後1時30分～5時 コミュニティセンター
みずしろ

無料
※オープン歌会につきどなたでも参加可

  ステージ発表
（行田ハーモニカソサエティー）
（行田市フラダンス連盟）

11月23日㈫午後1時開演 ｢みらい｣文化ホール 無料

国税に関する相談・質問は電話相談センターで
　行田税務署へ電話をかけ、音声案内で「1」を選択すると電話相談ができます。なお、税務署での相談は事
前予約が必要です。
個人の確定申告はパソコン、スマートフォンからe―Taxで
　マイナンバーカードや税務署で発行するIDとパスワードを利用して、自宅から申告ができます。
国税の納付はキャッシュレスで
　口座振替、ダイレクト納付、QRコード納付、クレジットカード納付などが利用できます。なお、税務署で
の納税受付は10月1日から原則、午前9時から午後4時までとなります。
納税証明書の請求はパソコン、スマートフォンからe―Taxで
　交付手数料が安価（400円→370円）です。なお、マイナンバーカードを利用して請
求された方でインターネットバンキングから手数料の支払いが可能な方は、自宅のパ
ソコンなどでPDFファイルで受け取り、何度でも印刷して使えます。

　詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ　行田税務署☎556―2121

行田税務署からのお知らせ行田税務署からのお知らせ

行田市の日本遺産を巡る行田市の日本遺産を巡る

～足袋蔵等近代化遺産見学ツアー～～足袋蔵等近代化遺産見学ツアー～ の参加者を募集します の参加者を募集します

　交付手数料が安価（400円→370円）です。なお、マイナンバーカードを利用して請
求された方でインターネットバンキングから手数料の支払いが可能な方は、自宅のパ
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利根導水総合事業所では利根大堰（武蔵大橋）の耐震補
強工事を行います。それに伴い、次の期間、交通規制を
行いますので迂

う
回
かい
や利用時間帯の変更などのご協力をお

願いします。
なお、規制箇所には交通誘導員を配置しますので、歩行

者や自転車は交通誘導員の案内に従い、通行してください。

▶期　　間　 【夜間通行止め】
　　　　　　 11月1日㈪～ 12月11日㈯および令和4年2

月14日㈪～ 5月10日㈫午後9時～午前5時
　　　　　　※ゴールデンウィーク期間を除く
　　　　　　 【片側交互通行】
　　　　　　12月13日㈪～令和4年2月12日㈯
　　　　　　午前9時～午後4時
　　　　　　※日曜日、年末年始を除く
▶問い合わせ  （独）水資源機構利根導水総合事業所工事課
　　　　　　☎557―1501

利根大堰の耐震補強工事による交通規制を行います利根大堰の耐震補強工事による交通規制を行います

武蔵大橋
（利根大堰）

交通規制実施区間

行田須加郵便局〒行田警察署須加駐在所

利根川

上中森

利根大堰

〈国土交通省利根川上流河川事務所からのお願い〉〈国土交通省利根川上流河川事務所からのお願い〉
利根川の堤防強化対策にご協力ください利根川の堤防強化対策にご協力ください

昭和22年、カスリーン台風と前線活動の相乗効果でもたらされた記録的豪雨により、関東の各河川は、至る所
で堤防が決壊、各所は濁流で溢れました。利根川の堤防は、北埼玉郡東村(現：加須市新川通地先)で約350メー
トルにわたり決壊し、利根川右岸の決壊による濁流は、県内にとどまらず東京都足立区、葛飾区、江戸川区まで
の広範囲に達し、流域に壊滅的な被害を発生させました。このように、利根川の上流部右岸および江戸川の右岸
堤防が決壊すれば、その氾濫水は県内だけでなく東京都まで達し、首都圏が壊滅的な被害を受ける恐れがあります。
　そこで、利根川上流河川事務所では、平成16年度から利根川の首都圏氾濫区域堤防強化対策を実施していま
す。そのため、本市区間において用地の取得を進めており、7月末時点で進

しんちょく

捗率が75パーセントとなっています。
引き続き、本事業へのご理解とご協力をお願いします。
　なお、7月17日・18日に、「長光寺墓地移転に関する説明会」が開催され、2日間で121人が出席しました。
ここでは長光寺による経過報告、国から今後のスケジュールや補償内容などの説明が行われました。

＜進捗状況＞

＜対策イメージ＞　堤防の厚みを増すことで、漏水を防ぎます。

▶問い合わせ　国土交通省利根川上流河川事務所☎0480―52―3952

利根川上流河川事務所による首都圏氾濫区域堤防強化対策整備範囲

上流区間（Ⅱ期）延長約26.0km 下流区間（Ⅰ期）延長約23.5km

【上流区間(Ⅱ期)進捗率】
用地取得進捗率(契約面積比)：約44%
堤防強化延長進捗率(川裏盛土延長比)：約3%

【下流区間(Ⅰ期)進捗率】
用地取得進捗率(契約面積比)：約98%
堤防強化延長進捗率(川裏盛土延長比)：約82%

盛土
舗装

盛土

現在の堤防

計画高水位

平水位

用地買収

のり勾配7割

現在の官民境界

家庭でのごみの減量にご協力ください家庭でのごみの減量にご協力ください
　市では、循環型社会の形成を目指し、ごみの減量に取り組んでいます。ごみを減らすためには、どうすれば
よいでしょうか。ごみを減らすキーワード「4R」で、具体的な方法を紹介します。
①リフューズ(Refuse)＝ごみになるものは断る ②リデュース(Reduce)＝ごみを少なくする
③リユース(Reuse)＝再使用する   ④リサイクル(Recycle)＝資源として再生利用する

接続のお願い
　公共下水道は、各家庭や工場などから排出される
汚水を集めて処理し、自然に戻すという大切な役割
を果たす施設です。
　公共下水道が利用できる地域にお住まいで、下水
道にまだ接続されていない方は、できるだけ早く下
水道へ接続するようにお願いします。
　なお、接続工事については、行田市排水設備指定
工事店にご相談ください。

公共下水道をご利用ください公共下水道をご利用ください
ご利用ください　排水設備改造資金貸付制度
　下水道への接続を促進するため、くみ取り式便所
から水洗トイレへの改造や、浄化槽から下水道への
切り替えなどの排水設備を改造する方に、無利子で
工事費用の貸し付け（限度額50万円）を行っています。
　この制度を利用される方は、行田市排水設備指定
工事店を通して、工事着手前に申請してください。
　なお、不明な点は、下水道課へ問い合わせください。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

①リフューズ(ごみになるものは断る)
　4つのRの中で、最も大切なのが「リフューズ」。ご
みになるものを断ることで、そもそもごみを発生さ
せないことです。
マイバッグを使いましょう
買い物をするときは、過剰な包装やレジ袋を断って、

ごみになるものを家に入れないようにしましょう。
マイ箸・マイボトルを持参しましょう
　外で食事をするとき、割り箸など使い捨ての食器
を使わないようにしましょう。また、使い捨ての食
器を使用している店を利用しないなど、ごみになる
ものを断る姿勢が大切です。

②リデュース(ごみを少なくする)
　「リデュース」とは、減らすことです。ちょっとし
た気遣いで、家にある物がごみになってしまうのを
防げます。
計画的に買い物をしましょう
　買い物へ行く前に冷蔵庫などをチェックしましょ
う。必要なものをメモして行くことで、余計なもの
を買わずに済み、節約にもなります。
なるべく詰め替え商品を買いましょう
　詰め替え用商品を買うと、ごみの容積が小さくな
ります。

③リユース(再使用する)
　もし、自分には必要なくなってしまった物でも、
すぐには捨てず、活用方法を考えてみましょう。
人にゆずりましょう
　自分には必要ないものでも、それを必要として
いる人がたくさんいるかもしれません。リサイクル
ショップやフリーマーケットなどを活用しましょう。
別の用途に使ってみましょう
　着なくなった下着を雑巾にしたり、空き瓶を花瓶
にしたりするなど、用途を変えて利用できないか考
えてみましょう。

④リサイクル(資源として再生利用する)
　どうしても出てしまうごみであっ
ても、できる限り資源に戻して有効
利用しましょう。
きちんと分別しましょう
　段ボールをごみ出しの袋代わりに
使っていませんか。段ボールは、分
別することで新しく生まれ変わります。市内のリサ
イクル推奨店(大型スーパー )でも引き取ってくれる
所があります。
生ごみはできるだけリサイクルしましょう
　生ごみは水分が多いため、燃焼効率を妨げる大き
な要因となります。
　市販のコンポストを利用すれば、土に還すことが
できます。また、コンポストは段ボールで自作する
こともできます。

【生ごみ処理機器の購入費を補助しています】
▶受付期間　 令和4年3月10日㈭ま

で(土・日曜日、祝日お
よび12月29日～令和
4年1月3日を除く）

　　　　　　※ 予算の範囲内での補
助となりますので、
予算額(240万円)に
達した場合は受付期間中でも終了し
ます。

▶申請方法　 環境課で配布している申請書(市ホーム
ページから入手可)に必要事項を記入
し、添付書類(領収書、保証書、通帳の
写し)および窓口に来られる方(世帯主
または同居の親族の方に限る)の本人確
認書類(運転免許証など)を持参の上、
直接同課へお越しください。

▶問い合わせ 同課☎556―9530

ごみ分別マニュアル

詳細は市ホームページ
をご覧ください
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さしあげます

ゆずってください

▷業務用コピー機　▷姿見　▷自転車前かご用カバーとロープ　
▷茶タンス　▷タンス　▷脚立　▷電気圧力鍋　▷液晶テレビ　
▷将棋の駒　▷包丁　▷まな板　▷ウエイト　▷ハンドグリップ

▷大人用自転車　▷ベビーカー　▷ミシン　▷電動芝刈り機　
▷炊飯器　▷ノートパソコン　▷ベビーハイチェア

不
用
品
情
報（
無
料
）

談相種各 （10月15日～11月14日）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応するため、急きょ中止または延期とする場合があります。

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

10月26日㈫ ※予約は10月1日㈮から 午前9時30分～正午

地域活動推進課
（内線252）

11月11日㈭ ※予約は10月15日㈮から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

商工センター
201会議室 10月18日㈪ 午前10時～午後3時

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～ 3時30分
消費生活センター
(内線495)

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事

忍・行田公民館 10月23日㈯ ※予約制
午後1時～ 4時 埼玉県行政書士会埼北

支部☎564―0104
VIVAぎょうだ 11月10日㈬ ※予約制　

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相談
も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納付相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 税務課（内線236・237）

水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月26日㈫、11月9日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課☎553―0131

特設行政相談会を開催します特設行政相談会を開催します
　10月18日㈪～24日㈰は、総務省の定めた「行政相談週間」です。
市では、これに伴い次のとおり特設会場を設置し、同省関東管区
行政評価局職員と共に相談を受け付けます。

▶日　　時　10月18日㈪午前10時～午後3時
▶場　　所　商工センター 201会議室
▶内　　容　 年金や医療保険、生活保護、雇用、道路(国道)など、

主に国の行政の仕事について「分からない」「説明に
納得できない」「処理が間違っているのではないか」
といった苦情や意見、要望を受け付けます。

▶行政相談委員 河野恭男さん、富田祐子さん、風間祥一さん

定例行政相談
　主に国の行政機関に関する苦情や意見、要望などを聴き、その
解決や実現を図っています。
▶日　　時　毎月第3月曜日午後1時30分～ 3時30分
　　　　　　※該当日が祝日の場合は第2月曜日
▶場　　所　産業文化会館第1会議室

行政苦情110番
　総務省関東管区行政評価局でも相談を受け付けています。
【電　話】0570―090110
【ＦＡＸ】048―600―2336

▶そ の 他　 新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、中止になる
場合があります。

▶問い合わせ 地域活動推進課くらし安心担当（内線252）

納期のお知らせ（10月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・4期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・4期

納期限　11月1日㈪
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。

・納付の相談は随時税務課で実施しています。

▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
10月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③後期高齢者医療保険料
④介護保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当(内線231)
　　　　　　　②保険年金課国保担当(内線271)
　　　　　　　③保険年金課医療担当(内線227)
　　　　　　　④ 高齢者福祉課介護保険担当(内

線277)

10月1日は浄化槽の日です10月1日は浄化槽の日です
年1回定期水質検査を受けましょう年1回定期水質検査を受けましょう

　浄化槽は、微生物の働きにより、トイレなどから
出た汚水をきれいにして水路や河川へ放流するため
の設備で、通常、庭先や駐車場の下に埋められてい
ます。地面に2、3個並んだマンホールのふたや空
気を送る機器（ブロア）がある家庭では、この浄化槽
を使用しています。
　浄化槽を使用している方は「年3～ 4回の保守点
検（機器の点検・調整や消毒薬の補充）」、「年1回の
清掃（浄化槽の内部にたまった固形物などの引き抜
き）」の他に、年1回の「定期水質検査」の受検が法律
により義務付けられています。「定期水質検査」は、
浄化槽からの放流水などをチェックして、浄化槽が
十分に浄化機能を発揮しているかを検査する健康診
断のようなものです。検査結果は、使用している方
と行政機関に通知されます。また、必要に応じて行
政機関から保守点検業者にも通知され、普段の維持
管理に生かされます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の7割
以上を占めています。浄化槽を安心して使い、地域
の水環境を良好に保つために、知事指定検査機関の
（一社）埼玉県浄化槽協会、または契約している保守
点検業者・清掃業者に連絡し、定期水質検査を必ず
受けるようにしましょう。

▶定期水質検査の手数料(非課税)
　【10人槽以下(家庭用浄化槽)】5,000円
　※11人槽以上は同協会まで問い合わせください。
▶問い合わせ　同協会法定検査部☎501―5707

　市では、「納税コールセンター」を設置して、電話で市税な
どの納付確認と納付の呼び掛けを行っています。納付が遅れ
ますと、督促状などを発送するために、多くの経費（税金)が
掛かります。
　市税の納期内納付に、ご理解とご協力をお願いします。

▶注　　意　 納税コールセンターでは、金融機関名や口座番号
を聞いたり、口座を指定して振り込みを依頼した
りすることはありません。不審な点がありました
ら電話を切り、税務課へ問い合わせください。

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。安心・確実・便利な口座
振替をぜひご利用ください。市内金融機関または市役所で申
し込みできます。

コンビニで納付できます
　市税はコンビニエンスストアで納付できます。休日・夜間、
時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができない場
合がありますので、ご注意ください。

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない特別な事情により納付が困
難な方は、早めにご相談ください。また、通常業務時間内に
来庁できない方のために、次のとおり納税・相談窓口を開設
していますので、ご利用ください。

休日夜間　納税・相談窓口の開設
▶休　　日　毎週日曜日の午前8時30分～正午
▶夜　　間　毎週火曜日の午後5時15分～ 7時
　　　　　　※祝日を除く
▶場　　所　税務課
▶問い合わせ 同課収納担当
　　　　　　（内線236・237）

市税の納め忘れはありませんか　市税の納め忘れはありませんか　
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赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　10月21日㈭午前9時30分～ 11時
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 10月19日㈫午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

離乳食(中期)教室（要申し込み）
日　　時　 10月20日㈬午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談(要申し込み)
日　　時　10月12日㈫午前9時30分～11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、1歳6カ

月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ

んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染状況により、中止または延期となる
場合があります。最新情報は市ホームページでお知らせします。

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

10月17日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

10月24日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

10月31日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

11月 3日（水) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月 7日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

11月14日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

高齢者のインフルエンザ予防接種
接種期間　 10月20日㈬～令和4年1月31日㈪
対　　象　次のいずれかに該当し、接種を希望される方(インフルエンザの予防接種は義務ではありません)
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動

が極度に制限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生
活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

接種回数　1回
自己負担金　1,000円(生活保護世帯の方、特定中国残留邦人などで支援給付を受けている方は免除)
持 ち 物　 自己負担金、健康保険証など生年月日と住所を確認できるもの、対象②の方は身体障害者手帳、生活

保護世帯の方は受給者証、特定中国残留邦人などで支援給付を受けている方は本人確認証
注　　意　・必ず予約してください。
　　　　　・市外での接種を希望される方は、予約前に保健センターへご連絡ください。

指定医療機関一覧
医療機関名 電話番号

赤井胃腸科 553―2233
池畑クリニック 556―2295
いわね内科クリニック 554―1313
川島胃腸科 553―0001
行田岡田医院 557―2311
壮幸会行田総合病院 552―1111
栗原医院 556－2272
さかつめ内科医院 553－5202
なすクリニック 550－4000

医療機関名 電話番号
野口産婦人科 556－4292
古田整形外科医院 553－5221
南川げんきクリニック 554－8835
吉田記念山本クリニック 558－3507
荒木医院 559－3102
石井クリニック 555－3519
加藤内科医院 556－3253
河本耳鼻咽喉科 555－2626
行田協立診療所 556－4581

医療機関名 電話番号
行田中央総合病院 553－2000
小林内科医院 552－0362
田代医院 553－2351
根本医院 555－1261
ハピネス診療所 559－0082
松原医院 553－6700
やまかわ内科クリニック 564－1488
たけうち呼吸と内科のクリニック 553－7700

日　　時　 11月11日㈭午前9時30分～ 10時30分
(15分ごとの予約制)

場　　所　保健センター
内　　容　 歯科健診、位相差顕微鏡による口腔内細菌

の確認(希望者のみ)
対　　象　市内在住で次のいずれかに当てはまる方
　　　　　① 就学前のお子さんとその保護者(健診は

保護者のみでも可)
　　　　　②20～ 39歳の方
定　　員　25人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　乳幼児は母子健康手帳
そ の 他　 健診日の朝に、来所する方全員が自宅で体

温測定をしてきてください。
申し込み　 10月4日㈪～ 11月2日㈫に直接または電

話で同センター

親子の歯科健診・ヤング歯科健診
　乳がん撲滅に向けた運動の一環として忍城をピンク色
にライトアップします。

期　　間　10月1日㈮～ 31日㈰ 日没～午後10時
　　　　　※ 緊急事態宣言が発令された場合は、中止します

10月はピンクリボン月間です

場　　所　行田中央総合病院健康管理センター
検査内容　マンモグラフィー検査
検査費用　①一般5,500円
　　　　　② クーポン券対象の方(昭和55年4月2日

～昭和56年4月1日生まれの方)無料
　　　　　③ 保健センター予約済みの方（白色案内

はがきのある方）800円
申し込み　 電話で同病院☎553―2426(受付時間：

月～金曜日は午前9時～午後5時、土曜
日は午前9時～正午)

10月17日㈰に乳がん検診を実施します

在宅医療窓口

おとなの健康

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　10月18日㈪　
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

日　　時　10月25日㈪午前9時～ 11時30分
検査方法　上腕のエックス線検査
場　　所　保健センター
対　　象　 市内在住で節目年齢(40歳、45歳、50歳、

55歳、60歳、65歳、70歳)の方
定　　員　50人※30分ごとの時間予約制
費　　用　500円※70歳以上の方は無料
申し込み　電話で同センター

骨粗しょう症検診

〈健康づくりチャレンジポイント認定講座
・健康づくりマイスター養成講座〉
健康長寿サポーター養成講座
日　　時　 10月18日㈪午前10時～ 11時(午前9

時45分から受け付け)
場　　所　保健センター 2階ホール
対　　象　市内在住の方
定　　員　20人(先着順)
持 ち 物 筆記用具、健康づくりチャレンジポイントの

リーフレット(お持ちの方)、健康づくりマイ
スター養成事業のポイントカード(お持ちの方)

申し込み　直接または電話で同センター

お子さんと妊婦のインフルエンザ予防接種
　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザ感染症の同時流行を防ぐため、①妊娠している方②生後6カ月～
中学3年生（平成18年4月2日～令和3年7月31日生まれの方）を対象に季節性インフルエンザ予防接種費用の一部（一
人につき上限2,000円※1回限り）を助成します。
　申請期間、申請方法などの詳細は市ホームページをご覧ください。
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開館時間　午前9時～午後7時　
休 館 日　10月1日㈮・4日㈪・11日㈪・18日㈪・
　　　　  25日㈪、11月1日㈪・2日㈫・8日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama.jp
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私
の
作
品

広　場

今月のテーマ展示

　展示会 ｢絵本で知る世界の国々
　　　　　　～出会いと発見と想像の旅～｣

＜一般＞   ＜児童＞
・秋の文学特集  ・ 10月は食べもの記念日いっぱい!

おいしい本集めました
※特集は告知なく変更となる場合あり

秋の読書週間特別映画会
▶日　　時　 11月3日㈬午後1時30分(午後1時10分開場)
▶場　　所　｢みらい｣ 映像ホール
▶作 品 名　 ｢すみっコぐらし　とびだす絵本とひみ

つのコ｣ (上映時間66分)
▶内　　容　 いつもの喫茶店、いつものすみっこ。その

地下室に隠された、ふしぎな絵本とは?絵
本の世界をめぐる旅の、はじまりはじまり。

▶定　　員　28人(先着順)
▶入 場 料　無料

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

▶日　　時　 10月7日㈭～ 31日㈰午前9時～午後5
時※休館日を除く

▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容  IFLA(国際図書館連盟)の｢絵本で世界を

知ろうプロジェクト｣により集められた世
界43の国々と地域の絵本365冊を展示

▶入 場 料　無料

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティア
による
おはなし会

10月17日㈰ 午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生
(定員10人)

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの

へや

10月23日㈯ 午前11時 おはなしタンバリン

11月6日㈯ 午後2時 おはなしの会

11月13日㈯ 午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会 10月20日㈬、11月10日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネルシアター
など

0歳～３歳児ぐらい
(定員6組)

図書館職員ぴよぴよおはなし会 11月7日㈰ 午後2時 中　止

こっこおはなし会 10月16日㈯ 午後2時 絵本の読み聞かせ、工作、折
り紙など

小学生
(定員10人)

英語であそぼう 10月17日㈰ 午前11時 英語の歌遊びや絵本の読み聞
かせ 幼児・小学生

(定員10人)

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 11月14日㈰ 午後2時 ウルトラ重機大図鑑　掘る／削
る・守る 図書館職員

図書館シネマ
倶楽部

10月24日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

ひとよ(邦画:123分)
製作総指揮：佐藤直樹
出演：佐藤健　鈴木亮平　他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員28人、要予約)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

ブックスタート 10月27日㈬、11月3日㈬
午前10時～正午の間

絵本の読み聞かせや育児相談
など

市内在住の2カ月以上1
歳未満のお子さんとそ
の保護者

NPO法人子育て
ネット行田

図書館
ミーティング
ルームなど

　

今
月
は
、
8
月
22
日
〜
25
日
に
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ぐ
ん
ま
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
柔
道
全
国
大
会「
第
52
回
全
国
中
学

校
柔
道
大
会
」に
、
70
キ
ロ
グ
ラ
ム
超
級
で
見
事
出
場
を
果

た
し
た
、
西
中
学
校
3
年
の
金
子
華
女
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
両
親
が
柔
道
経
験
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
然
と
習
い

始
め
た
柔
道
。
小
学
1
年
生
の
時
か
ら
市
内
の
道
場
に
通
い
、

自
宅
で
も
両
親
の
指
導
の
も
と
個
人
練
習
に
励
み
、
柔
道
と

過
ご
す
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
に
入
学
し
た
際
、

当
時
は
柔
道
部
に
入
る
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
市
内
の
中

学
校
で
唯
一
の
柔
道
部
を
自
身
が
率
先
し
て
盛
り
上
げ
て
存

続
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
入
部
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま

す
。
し
か
し
、
同
性
で
同
じ
階
級
の
部
員
が
い
な
い
こ
と
か

ら
、
普
段
は
軽
量
級
に
合
わ
せ
た
練
習
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
状
況
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
母
・
祥
子
さ
ん
が
部

活
の
外
部
指
導
者
と
し
て
携
わ
り
、
家
庭
で
は
栄
養
管
理
を

徹
底
す
る
な
ど
、
け
が
を
し
な
い
体
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
支
え
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
周
囲
の
支
え
を
受
け
な
が
ら
練
習
を
積
み
重
ね
中
学
最

後
の
大
会
に
臨
ん
だ
金
子
さ
ん
。
初
戦
と
な
る
埼
玉
県
大

会
「
令
和
3
年
度
学
校
総
合
体
育
大
会
」
で
は
、
自
分
か
ら

前
に
出
て
技
を
掛
け
る
ス
タ
イ
ル
で
得
意
の
内
股
と
払
い
腰

を
武
器
に
、
5
試
合
全
て
1
本
勝
ち
で
優
勝
し
、
関
東
大
会

と
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
関
東
大
会
「
令

和
3
年
度
第
46
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会
」
で
は
ベ
ス
ト
8

を
飾
り
、
順
調
な
滑
り
出
し
で
全
国
大
会
「
第
52
回
全
国
中

学
校
柔
道
大
会
」
を
迎
え
ま
す
。
試
合
前
に
相
手
を
投
げ
る

イ
メ
ー
ジ
と
前
向
き
な
気
持
ち
づ
く
り
を
行
い
、
試
合
会
場

に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。
1
試
合
目
は
、
合
わ
せ
技
で
1

本
勝
ち
。
続
く
、
2
試
合
目
は
試
合
時
間
3
分
の
中
、
引
け

を
取
ら
な
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
1
分
30
秒
の
延
長
戦
に
突

入
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
次
第
に
疲
れ
を
感
じ
て
思
う
よ

う
な
攻
め
が
で
き
ず
、
僅
差
で
敗
退
し
ま
し
た
。
試
合
を
終

え
て
金
子
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
何
度
も
柔
道
を
や
め
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
や
友
人
、
先
生
が
応

援
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
こ
こ
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
残
念
で
し
た
が
、
全
国
で
も
自
分
の
実
力
が
通

用
す
る
と
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
周
囲
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
口
に
し
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
「
高
校
や
大
学
で
も
柔
道
を
続
け
て
い
き

た
い
。
最
後
ま
で
諦
め
な
い
気
持
ち
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も

良
い
結
果
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も
相
手
を
敬
い
、
礼
に
始
ま

り
礼
で
終
わ
る
柔
道
は
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
魅
力

的
だ
と
語
る
金
子
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

前
向
き
な
姿
勢
で
全
国
の
舞
台
へ

金
子
　
華は

な女
さ
ん
（
門
井
町
・
15
歳
）

　新型コロナウイルス感染症の状況により、予告なく図書館サービスやイベントを変更または中止する場合があります。
詳細は図書館ホームページをご覧ください。

雑誌を販売します
　図書館に蔵書していた保存期限切れの雑誌を一部販
売します。

▶日　　時　 10月30日㈯・31日㈰午前10時～午
後4時

▶場　　所　｢みらい｣談話コーナー
▶価　　格　一冊50円

やってみよう！ビブリオバトル2
▶日　　時　 11月7日㈰午後2時～ 4時(午後1時

40分受け付け)
▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　 みんなで集まって5分間でお気に入りの

本を紹介し、最後に読みたくなった本を
投票して決めるビブリオバトルを行う。

▶講　　師　新井直也さん(県立小川高等学校司書)
▶対　　象　 小学生（高学年）、中学生、高校生とその

保護者※子どものみの参加可
▶定　　員　30人(先着順)
▶参 加 費　無料
▶持 ち 物　お気に入りの本1冊
▶申し込み　 10月20日㈬～ 31日㈰に
　　　　　　二次元コードによる電子申
　　　　　　請、直接、電話のいずれか
　　　　　　の方法で図書館
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▼
日
時
　
11
月
6
日
㈯
午
後
2
時
30

分
〜
4
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

（
忍
1
―
4
―
6
）　
▼
内
容
　
日

本
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
「
忠
次

郎
蔵
」
で
蕎
麦
打
ち
の
基
本
を
習

う
。　

▼
定
員
　
18
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1
千
円　

▼
持
ち
物
　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用

パ
ッ
ク　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠

次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　
希
望
者
に
は

引
き
続
き
、
中
級
・
上
級
コ
ー
ス
を

用
意　
▼
申申
・
問
　
11
月
5
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
同
法
人
☎
５
５
６
―
９
９
８
８

（
火
〜
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
）【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://

chujiro.chu.jp

忠
次
郎
蔵
蕎そ

ば麦
打
ち
教
室

第
35
期
生
（
初
級
）

薬
を
飲
む
と
き
の
注
意
点
、
薬
局
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
な
ど
薬
に
ま

つ
わ
る
基
本
的
な
こ
と
を
学
ぶ
。　

▼
対
象
　
家
族
を
介
護
し
て
い
る

方
、
介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具　

▼
問
　
10
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緑
風
苑
☎

５
５
７
―
３
６
１
１　
▼
問
　
高
齢

者
福
祉
課
（
内
線
２
７
８
）

▼
日
時
　
11
月
2
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
場
所
　
太
田
公
民
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
救
急
救
命
士
か

ら
、
転
倒
、
誤
嚥え

ん
、
や
け
ど
、
入
浴

中
の
事
故
な
ど
の
自
宅
で
考
え
ら
れ

る
事
態
へ
の
対
応
力
を
学
ぶ
。　
▼

対
象
　
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
、

介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方　
▼

定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
風

呂
敷
（
手
拭
い
ま
た
は
タ
オ
ル
で
も

可
）、
飲
み
物　

▼
そ
の
他
　
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

▼
申申

11
月
1
日
㈪
ま
で
に
電
話
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ぁ
み
ぃ

ゆ
☎
５
５
８
―
０
０
８
８　

▼
問
　

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
２
７
８
）

介
護
教
室

「
楽
ち
ん
介
護
緊
急
対
応
編
」

▼
日
時
　
10
月
16
日
㈯
午
後
1
時
〜

2
時　
▼
場
所
　
行
田
協
立
診
療
所

地
域
交
流
棟
オ
シ
ノ
テ
ラ
ス
（
本
丸

18
―
3
）　
▼
内
容
　
協
力
者
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
食
材
、
生
活
物
資
な
ど

を
経
済
的
に
必
要
な
家
庭
に
無
償
で

提
供　
▼
対
象
　
市
内
ま
た
は
近
隣

市
町
在
住
の
方　
▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
医
療
生
協
さ
い
た
ま
生
活
協

同
組
合
利
根
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
委

員
会　
▼
申申
・
問
　
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
に
電
話
で
同
診
療
所
菊
池
☎

５
５
６
―
６
７
５
５

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈫
午
後
2
時
〜

3
時
30
分　
▼
場
所
　
長
野
公
民
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
薬
剤
師
か
ら
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

教
室
・
講
座
・
講
習

教
室
・
講
座
・
講
習

介
護
教
室

「
お
く
す
り
教
室
」

▼
日
時
　
①
11
月
13
日
㈯
②
12
月
11

日
㈯
※
一
日
の
み
の
参
加
は
不
可
。

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
（
午
前

9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）　
▼
場

所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し

ろ　

▼
内
容
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、

自
分
に
合
っ
た
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
探
し
方
を
学
ぶ
。　

▼
対
象
　
17
歳
以
上
の
方　
▼
定
員
　

20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
）
が
使
え

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン

（
必
須
）　
▼
主
催
　
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ぎ
ょ
う
だ
市
民
’Ｓ 
ネ
ッ
ト　

▼
共
催
　
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会　
▼
そ
の
他
　
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
）

も
募
集
し
ま
す
。
※
希
望
者
に
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
を
発
行
し
ま
す
。　

▼
申申

10
月
13
日
㈫
〜
11
月
8
日

㈪
に
電
話
で
同
協
議
会
☎
５
５
７

―
５
４
０
０　
▼
問
　
電
話
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
法
人
☎
０
８
０
―

１
３
３
５
―
０
７
９
５
【
Ｅ
メ
ー

ル
】g.shim

insnet@
gm
ail.com

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
講
座

〜
自
分
に
あ
っ
た

市
民
活
動
の
探
し
か
た
〜

ご確認ください　イベントなどの中止・延期情報

開催日 名　称 実施状況 問い合わせ

10月中旬 行田市ふれあい福祉健康まつり 中止 行田市社会福祉協議会☎557―5400

10月16日㈯ 明治大学マンドリン倶楽部行田チャリティ
演奏会 中止 明治大学校友会行田地域支部

（大野建設（株）内）☎553―0100

10月24日㈰ 市民体育祭 中止 生涯学習スポーツ課☎556―8336

11月14日㈰ 第42回行田商工祭・忍城時代まつり 中止 行田商工会議所☎556―4111

中止となったイベントなど （9月21日現在）

イベントなどの
中止・延期情報

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止・延期となったイベントなどをお
知らせします。
　なお、「市報ぎょうだ」の掲載の有無に関わらず、一部イベントなどが中止・延期とな
る場合がありますので、事前に各問い合わせ先にご確認ください。中止・延期が決定し
たイベントなどは、市ホームページに随時掲載していますので、ご覧ください。

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈰
午
前
９
時
〜

11
時
※
雨
天
時
は
10
月
24
日
㈰　
▼

集
合
場
所
　
忍
川
・
谷
故
橋
付
近　

▼
内
容
　
ご
み
を
拾
う
美
化
活
動
と

川
に
生
息
す
る
生
き
物
調
査　
▼
定

員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無

料
　
▼
持
ち
物
　
作
業
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク
、
水
筒
、
ご

み
拾
い
用
の
ト
ン
グ
お
よ
び
消
毒
液

（
お
持
ち
の
方
）
※
軍
手
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
は
配
布
し
ま
す
。　
▼
申申
・
問
　

行
田
市
民
大
学
同
窓
会
「
忍
川
の
自

然
に
親
し
む
会
」
事
務
局
田
口
☎

０
９
０
―
１
６
５
９
―
４
５
７
６

▼
日
時
　
10
月
29
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
の
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内

容
　
忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の

６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾

い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼

そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
や
運
動
靴
な
ど
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
軍
手
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

忍
川
美
化
活
動
・

生
き
物
調
査

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

を
配
布
し
ま
す
。　
▼
問
　
行
田
市

民
大
学
同
窓
会
忍
川
環
境
を
見
守
る

会
小
林
☎
０
８
０
―
１
０
９
５
―

３
７
６
４

▼
公
開
お
よ
び
投
票
期
間
　
12
月
1

日
㈬
〜
14
日
㈫　
▼
内
容
　
服
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
着
こ
な
す
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。
市
内
で
動

画
を
撮
影
（
10
〜
20
秒
）
し
投
稿
、

投
票
に
よ
り
優
勝
者
を
決
め
る
。　

▼
対
象
　
2
歳
〜
小
学
3
年
生　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

無
料
　
▼
主
催
　
ニ
ュ
ー
ギ
ョ
ー
ダ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会　
▼
後

援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
申申

10
月
1
日
㈮
〜
11
月
30

日
㈫
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で

同
委
員
会　
▼
問
　
電
話
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
委
員
会
☎
０
８
０
―

１
３
３
５
―
０
７
９
５
【
Ｅ
メ
ー

ル
】new

.gyoda.collection@
gm
ail.com

ニ
ュ
ー
ギ
ョ
ー
ダ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
１

【応募フォーム
 リンク用二次元
 　　　　コード】

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈪
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
（
午
後
1
時
か
ら
受

け
付
け
）
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
2
階
研
修
室　

▼
内
容
　

介
護
分
野
の
就
職
面
接
会
。
本
市
お

よ
び
羽
生
市
の
事
業
所
7
社
の
人
事

担
当
に
よ
る
個
別
面
接
や
相
談
会　

▼
対
象
　
介
護
事
業
所
で
就
職
を
希

望
す
る
方　
▼
持
ち
物
　
参
加
受
付

票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
受
付
票
（
お
持

ち
の
方
）、
履
歴
書
（
面
接
希
望
の

方
）　
▼
主
催
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行

田　
▼
共
催
　
行
田
市　
▼
そ
の
他
　

埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
福

祉
の
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
開

催　
▼
問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
職

業
相
談
部
門
☎
５
５
６
―
３
１
５
１

▼
日
時
　
10
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
場
所
　
総
合
公
園
野

球
場
西
側　
▼
内
容
　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
羽
根
を
つ
け
た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

を
1
本
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
打
ち
、

遠
く
の
か
ご
に
入
れ
る
ま
で
の
回
数

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
の
初
心
者
講
習
会　

介
護
就
職
デ
イ
面
接
会

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
講
習
会

▼
定
員
　
15
人
程
度
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
３
６
０
円
（
ボ
ー
ル

代
）
※
当
日
徴
収　
▼
服
装
　
運
動

し
や
す
い
服
装　
▼
主
催
　
行
田
市

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
協
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

そ
の
他
　
使
用
す
る
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー

ル
、
マ
ッ
ト
は
用
意
し
ま
す
。　
▼

申申
・
問
　
10
月
14
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
福
田
☎
０
９
０
―
２
４
１
０
―

０
２
５
９

▼
募
集
作
品
　
秩
父
鉄
道
や
沿
線
風

景
な
ど
を
題
材
と
し
た
俳
句　
▼
応

募
規
定
　
①
秩
父
鉄
道
の
各
駅
に
設

置
し
て
い
る
規
定
の
用
紙
を
使
用
す

る
こ
と　
②
規
定
の
用
紙
一
枚
に
つ

き
3
句
ま
で
と
し
、
一
人
3
枚
ま
で

応
募
可　
③
応
募
作
品
は
未
発
表
の

募
　
　
集

募
　
　
集

金
子
兜
太
記
念

秩
父
鉄
道
の
俳
句

も
の
に
限
る　

④
規
定
の
用
紙
に

は
、
必
要
事
項
を
漏
れ
な
く
記
載
す

る
こ
と　
▼
応
募
方
法
　
12
月
3
日

㈮
（
必
着
）
ま
で
に
秩
父
鉄
道
各
駅

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
で
秩
父
鉄
道
整

備
促
進
協
議
会
事
務
局
※
郵
送
料
は

応
募
者
負
担
【
郵
送
】
〒
３
６
０
―

８
６
０
１　
熊
谷
市
宮
町
2
―
47
―

1
秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事

務
局
（
熊
谷
市
企
画
課
内
）　
▼
入

賞
選
考
　
選
者
は
内
野
修
さ
ん
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句
講
座
講
師
、
埼
玉

新
聞
「
埼
玉
俳
壇
」
選
者
）。
特
選

3
句
、
入
選
10
句
、
佳
作
30
句
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
（
入
賞

句
の
数
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）　

▼
発
表
　
令
和
4
年
3
月
ご
ろ
に
入

賞
者
に
通
知
す
る
他
、
入
賞
句
を
秩

父
鉄
道
各
駅
に
掲
示
予
定　
▼
そ
の

他
　
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
同
協

議
会
に
帰
属
し
ま
す
。　
▼
問
い
合

わ
せ
　
同
協
議
会
事
務
局
（
熊
谷
市

企
画
課
内
☎
５
２
４
―
１
１
１
１
・

内
線
５
２
９
）

▼
日
時
　
10
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

2
階
学
習
室　
▼
内
容
　
新
聞
紙
や

セ
ロ
ハ
ン
で
テ
ン
ト
を
作
る
。　
▼
講

師
　
高
橋
加
奈
さ
ん　
▼
対
象
　
市

内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　
▼
定

員
　
10
組
（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
持
ち
物
　
は
さ
み
、
新
聞
紙
5
日

分
、
マ
ス
ク
、
テ
ィッ
シ
ュ
、
飲
み
物
、

ス
リ
ッ
パ
ま
た
は
上
履
き　
▼
申申
・
問
　

10
月
5
日
㈫
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話

で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６
―

９
３
０
１
※
月
曜
日
は
休
館

▼
日
時
　
11
月
4
日
〜
25
日
の
毎
週

水
・
木
曜
日
（
全
7
回
）
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　
▼
内
容
　
気
功

体
操
で
免
疫
力
を
高
め
病
気
や
け

が
を
防
ぎ
、
太
極
拳
で
足
腰
と
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
る
。　

▼
参
加
費
　

1
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ　
▼
申申
・

問
　
行
田
健
康
気
功
太
極
拳
サ
ー
ク

ル
福
田
☎
０
９
０
―
３
５
９
４
―

９
５
９
０

親
子
講
座

「
テ
ィ
ピ
ー
テ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う
」

わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

気
功
体
操
と
太
極
拳
体
験
会

▼
試
験
日
　
申
し
込
み
時
期
に
よ
り

変
動
あ
り　
▼
試
験
会
場
　
申
し
込

み
時
期
に
よ
り
変
動
あ
り
（
県
内
の

駐
屯
地
）　
▼
対
象
　
18
歳
以
上
33

歳
未
満
の
方
（
32
歳
の
方
は
、
採

用
予
定
月
の
1
日
か
ら
起
算
し
て

3
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）　

▼
受
付
期
間
　
年
間
を
通
じ
て　
▼

問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力

本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
５
２
２
―

４
８
５
５

　
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
地
球
温

暖
化
防
止
普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ

る
「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」
と
し
て
、
令
和
4
年
4
月

か
ら
2
年
間
、
活
動
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
や
応
募
方
法
を
県
温
暖

化
対
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の

上
、
締
め
切
り
日
ま
で
に
同
課
へ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
問
　
同
課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―

３
０
３
３

自
衛
官
候
補
生

埼
玉
県
地
球
温
暖
化

防
止
推
進
員
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人口79,561人（―63）　男39,387人（―26）　女40,174人（―37）　世帯数35,380世帯（―18）
8月中の異動　出生25人　転入等162人　死亡67人　転出等183人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課（内線318）まで。

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

【住民基本台帳人口】
（令和3年9月1日現在）

中央公民館実用講座の受講生を募集します中央公民館実用講座の受講生を募集します
講座名 日　　時 場　　所 内　　容 講　師 定員 持ち物など

初心者のための
フィットネス
ダンス♪

11月5日～ 19日の毎
週金曜日（全3回）
午後6時30分～ 8時

レクリエー
ション室

楽しく踊り気持ちをすっき
り。体を内側から温め、寒
い冬を乗り切りましょう。

オリビア
小林さん 12人

動きやすい服装、
飲み物、ヨガマッ
トまたはバスタオ
ル、室内シューズ

実用筆ペン講座
11月20日～ 12月4日
の毎週土曜日（全3回）
午前10時～正午

第1学習室

実用的な筆ペンの美しい文
字の書き方を学びます。手
紙や年賀状を美文字でより
華やかにしましょう。

美蓮さん
（彩書家） 15人 筆ペン、筆記用具

はじめての
SNS講座

11月17日～ 12月1日
の毎週水曜日（全3回）
午 後3時30分 ～ 5時
30分

第1学習室

SNS（ソーシャル・ネット
ワーキング・サービス）に
ついて、登録や設定、使い
方を基礎からじっくり学び
ます。SNSの便利な機能を
使いこなし、情報収集やコ
ミュニケーションを楽しみ
ましょう。

渋沢高雄
さん 15人

スマートフォン、取
扱説明書、充電器
※ パスワード（画
面のロック解除
のため）・携帯
電話番号・メー
ルアドレスを事
前に確認してお
いてください。

▶場    所　中央公民館
▶対    象　市内在住・在勤の方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 講座参加の際には、マスクを着用し

てください。なお、状況により日時
や内容の変更および中止となる場合
があります。

▶申し込み　 10月16日㈯午前9時から直接同館
（電話受け付けは午前10時から）

▶問い合わせ 同館☎556―2649

広告広告



　
江
戸
時
代
、
行
田
の
下
町
で
嶋し
ま
屋や

権ご
ん
兵べ

衛え

を
代
々
名
乗
り
、
脇わ
き
本ほ
ん
陣じ
ん
格か
く
の
旅
籠
を
営
ん

だ
小
澤
家
と
い
う
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
。
遺

さ
れ
た
品
々
は
現
在
、
郷
土
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
澤
家
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

信
仰
関
係
の
資
料
に
加
え
、
多
く
の
お
祓は

ら
い

箱
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
当
時
の

人
々
の
習
俗
を
物
語
る
資
料
で
す
の
で
、
今

回
お
披
露
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
箱
の
表
面
に
は「
天て

ん

照し
ょ
う

皇こ
う

太た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

一
万
度

御
祓
大お

お
麻ぬ
さ　

内
宮
荒
木
田
神
主　
上
野
館
大

夫
」
と
い
っ
た
文
字
が
墨
書
き
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
野
館
大
夫
は
伊
勢
信
仰
を
民
間
に
普

及
さ
せ
る
こ
と
を
生な

り
業わ
い
に
す
る
伊
勢
御お
ん
師し

と

呼
ば
れ
た
宗
教
者
の
一
人
で
す
。
彼
ら
は
地

域
ご
と
に
テ
リ
ト
リ
ー
を
も
っ
て
活
動
し
て

い
た
た
め
、
上
野
館
大
夫
の
手て

代だ
い
が
江
戸
時

代
後
半
に
行
田
周
辺
の
檀
家
を
廻
り
、
伊
勢

の
祈き

禱と
う
や
お
祓
い
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
御
師
の
手
を
介
し
て
何
度
も
伊
勢
で
祈
禱

さ
れ
た
お
祓
い
串
は
箱
に
収
め
ら
れ
、
定
期

的
に
檀
家
の
元
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
民
衆

が
伊
勢
神
宮
を
直
接
拝
礼
す
る
こ
と
の
叶
わ

な
か
っ
た
時
代
に
、
神
聖
な
〝
お
伊
勢

さ
ま
〞
の
ご
利
益
を
お
祓
い
串
や
お
札

と
い
っ
た
目
に
見
え
る
形
で
人
々
は
受
け

取
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

お
祓
い
箱
と
い
う
言
葉
は
現
代
で
も

「
不
要
に
な
っ
た
も
の
」と
い
う
意
味
で

使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
語
源

は
例
年
祈
禱
の
た
び
に
新
た
な
お
祓
い

串
の
入
っ
た
箱
を
授
か
る
た
め
、そ
れ
以

前
の
も
の
を
処
分
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。
し
か
し
、
嶋
屋
の
歴
代
の

人
々
が
お
祓
い
箱
を
大
切
に
遺
し
て
お

い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、今
私
た
ち
は
か

つ
て
の
町
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館　
澤
村
怜
薫
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■
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／
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年
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発
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環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を
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か
た
る
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歴
史
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譜
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　まだ食べられるのに捨てられる「食品ロス」は、日本
で年間約600万トン発生しています。このうち、約半

分が家庭からの排出です。一人一人が「もったいない」という意識を持
ち、食べ物を残さず食べることや余分に食品を買い過ぎないことなど
を心掛け、食品ロス削減に取り組みましょう。

下し
も

町ま
ち

の
旅は

た

籠ご

嶋
屋
の
お
祓は

ら

い
箱

● 10月1日㈮～29日㈮に電話またはEメールで広報広聴課（内線
318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。

● 応募者多数の場合は、11月1日㈪午前11時から市役所203会議
室で公開抽選を行います。

令和2年12月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
令和2年 10月生まれのおともだち

安
田
莉り

の乃
ち
ゃ
ん
（
持
田
）

令
和
2
年
10
月
13
日
生
ま
れ

父
・
淳
さ
ん　
母
・
安
那
さ
ん

「
ハ
ッ
ピ
ー
を
毎
日
あ
り
が
と
う
♪
」

塚
越
奏か
な
と心

ち
ゃ
ん
（
西
新
町
）

令
和
2
年
10
月
16
日
生
ま
れ

父
・
広
信
さ
ん　
母
・
梓
さ
ん

小
嶋
乃の

あ愛
ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

令
和
2
年
10
月
30
日
生
ま
れ

父
・
優
太
さ
ん　
母
・
瑠
美
さ
ん

「
笑
顔
と
成
長
が

パ
パ
と
マ
マ
の
幸
せ
だ
よ
」

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

小
林
莉り
あ
な空

ち
ゃ
ん
（
谷
郷
）

令
和
2
年
10
月
9
日
生
ま
れ

父
・
亮
介
さ
ん　
母
・
美
保
子
さ
ん

「
大
好
き
だ
よ
♡
」

髙
橋
結ゆ

な菜
ち
ゃ
ん
（
野
）

令
和
2
年
10
月
12
日
生
ま
れ

父
・
諒
平
さ
ん　
母
・
香
緒
里
さ
ん

「
笑
顔
が
素
敵
な

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♡
」

「
大
き
な
声
で

た
く
さ
ん
お
話
し
し
て
ね
」

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

現在の友だち登録数25,000人！

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

江
森
幹か
ん
た太

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

令
和
2
年
10
月
23
日
生
ま
れ

父
・
庸
介
さ
ん　
母
・
真
実
さ
ん

10
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食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う

嶋屋のお祓い箱と収められていたお祓い串（郷土博物館蔵）


